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(57)【要約】
　装置（１０、５０、８０、３００、５００、１２００
、１３００、１４００、１５００、１７００、１８１０
）および方法が提供される。方法は、たとえば、液体の
浮遊特性を向上させるために装置内の液体を処理するス
テップと、装置から表面または容積空間への被処理液に
よって導電経路を造り出すように、装置から表面または
容積空間に被処理液（２５０、３０２、３０６、３０８
、１４１４、１５０４、１９１７）を分配するステップ
と、を含む。分配ステップの間、導電経路に沿った液体
を通じて、装置から表面または容積空間までの交流電場
（Ｅ）が発生し、電場は表面からの、または容積空間内
の少なくとも１つの微生物（２５６）を破壊するのに十
分である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被処理液を提供するために、液体、および液体の浮遊特性を向上させるように構成され
た少なくとも１つの化合物を合わせるように構成された容器と、
　容器に結合された液体流路と、
　液体流路内で結合され、表面または容積空間に被処理液を分配するようになっている、
液体分配器と、
　液体流路と電気的に結合された電極と、
　対応するリターン電極を用いることなく、分配された被処理液を通じて、電極と表面ま
たは容積空間との間に交流電場を発生させるようになっている制御回路と、
を含む装置。
【請求項２】
　少なくとも１つの化合物が少なくとも１つの界面活性剤を含む、請求項１に記載の装置
。
【請求項３】
　少なくとも１つの化合物が少なくとも１つの液体活性化材を含む、請求項１に記載の装
置。
【請求項４】
　少なくとも１つの液体活性化材が、ゼオライト、イオン交換樹脂、およびそれらの組合
せからなる群より選択される材料を含む、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　液体を保持するように構成されているリザーバをさらに含み、リザーバが容器の上流の
位置で液体流路に結合されている、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　容器が、液体流路と取り外し可能に嵌合するように構成されているカートリッジを含む
、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　装置が手持ち式スプレイ装置を含み、液体分配器がスプレイノズルを含む、請求項１に
記載の装置。
【請求項８】
　装置が、
　液体流路に結合されたポンプと、
　制御回路と電気的に結合された電源と、
をさらに含む、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　装置が、
　表面の上で洗浄機を移動させるように構成されている少なくとも１つの車輪と、
　液体流路に結合されたポンプと、
　少なくとも１つの車輪を駆動するために結合されたモータと、を含む移動式床表面洗浄
機を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　液体を保持するように構成されているリザーバをさらに含み、リザーバが容器の上流の
位置で液体流路に結合されている、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　液体の浮遊特性を向上させるために装置内の液体を処理するステップと、
　装置から表面または容積空間への被処理液によって導電経路を造り出すように、装置か
ら表面または容積空間に被処理液を分配するステップと、
　分配ステップの間に、導電経路に沿った液体を通じて、装置から表面または容積空間ま
での交流電場を発生するステップであって、電場は表面からの、または容積空間内の少な
くとも１つの微生物を破壊するのに十分であるステップと、を含む方法。



(3) JP 2012-512007 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

【請求項１２】
　装置内の液体を処理するステップが、液体を、液体の浮遊特性を向上させるように構成
された少なくとも１つの化合物と合わせるステップを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　少なくとも１つの化合物が、界面活性剤を含む浮遊添加剤を含む、請求項１２に記載の
方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つの化合物が液体活性化材を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　液体活性化材が、ゼオライト、イオン交換樹脂、およびそれらの組合せからなる群より
選択される材料を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　装置のリザーバから、少なくとも１つの化合物を保持する装置の容器に液体を供給する
ステップをさらに含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　装置の液体流路に容器を嵌合させるステップをさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　装置内の液体を処理するステップが、液体の酸化還元電位を変化させるステップを含む
、請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　液体の酸化還元電位を変化させるステップが、装置の少なくとも１つの電解セル内の液
体を電気化学的に活性化するステップを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　液体の酸化還元電位を変化させるステップが、液体を少なくとも１つの液体活性化材と
合わせるステップを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　被処理液内の表面から少なくとも１つの微生物を浮遊させるステップをさらに含む、請
求項１１に記載の方法。
【請求項２２】
　分配ステップの間、装置のノズル吐出口から表面または容積空間まで、ゼロから１０イ
ンチの距離を維持する、請求項１１に記載の方法。
【請求項２３】
　液体の酸化還元電位を変化させるために装置内の液体を処理するステップと、
　装置から表面または容積空間への被処理液によって導電経路を造り出すように、装置か
ら表面または容積空間に被処理液を分配するステップと、
　分配ステップの間に、導電経路に沿った液体を通じて、装置から表面または容積空間ま
での交流電場を発生するステップであって、電場は表面からの、または容積空間内の少な
くとも１つの微生物を破壊するのに十分であるステップと、を含む方法。
【請求項２４】
　装置内の液体を処理するステップが、液体を、液体の酸化還元電位を変化させるように
構成された少なくとも１つの化合物と合わせるステップを含む、請求項２３に記載の方法
。
【請求項２５】
　少なくとも１つの化合物が液体活性化材を含む、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　液体活性化材が、ゼオライト、イオン交換樹脂、およびそれらの組合せからなる群より
選択される材料を含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　装置のリザーバから、少なくとも１つの化合物を保持する装置の容器に液体を供給する
ステップをさらに含む、請求項２３に記載の方法。
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【請求項２８】
　装置内の液体を処理するステップが、装置の少なくとも１つの電解セル内の液体を電気
化学的に活性化するステップを含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２９】
　被処理液内の表面から少なくとも１つの微生物を浮遊させるステップをさらに含む、請
求項２３に記載の方法。
【請求項３０】
　分配ステップの間、装置のノズル吐出口から表面または容積空間まで、ゼロから１０イ
ンチの距離を維持する、請求項２３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エレクトロポレーションおよび／または電気水圧衝撃などの機構によって微
生物を不活性化または破壊することに関する。ある特定の実施例において、本開示は、た
とえば電解セルを用いて電気化学的に活性化された液体を製造する装置などの装置によっ
て移送される液体を通じて、微生物に電位を印加することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電解セルは、流体の１つ以上の特性を変化させるために、様々な異なる用途において使
用される。たとえば、電解セルは、洗浄／消毒用途、医療業界、および半導体製造プロセ
スにおいて使用されてきた。電解セルはまた、その他の様々な用途においても使用され、
異なる構成を有してきた。
【０００３】
　洗浄／消毒用途では、陽極液の電気的に活性化された（ＥＡ）液体、および陰極液ＥＡ
液体を作り出すために、電解セルが使用される。陽極液ＥＡ液体は周知の消毒特性を有し
、陰極液ＥＡ液体は周知の洗浄特性を有する。洗浄および／または消毒システムの例は、
２００７年８月１６日に公開された、Ｆｉｅｌｄらによる米国特許公開番号第２００７／
０１８６３６８　Ａ１号明細書に開示されている。
【０００４】
　しかしながら、陽極液ＥＡ液体の消毒能力は、いくつかの用途において限定され得る。
とりわけ本用途の一態様は、液体の消毒特性を強化するための改良型の方法、システム、
および／または装置を対象とする。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の一態様は、たとえば、被処理液を提供するために、液体および液体の浮遊特性
を向上させるように構成された少なくとも１つの化合物を合わせるように構成された容器
を含む装置に関する。たとえば、液体流路は容器に結合されており、そして液体分配器は
液体流路内で結合され、表面または容積空間に被処理液を分配するようになっている。電
極は、液体流路と電気的に結合されている。制御回路は、対応するリターン電極を用いる
ことなく、分配された被処理液を通じて、電極と表面または容積空間との間に交流電場を
発生させるようになっている。
【０００６】
　一実施例において、少なくとも１つの化合物は、少なくとも１つの界面活性剤を含む。
一実施例において、少なくとも１つの化合物は、少なくとも１つの液体活性化材を含む。
たとえば、少なくとも１つの液体活性化材は、ゼオライト、イオン交換樹脂、およびそれ
らの組合せからなる群より選択される材料を含む。
【０００７】
　例示的実施例において、装置は、液体を保持するように構成されているリザーバをさら
に含み、リザーバは容器の上流の位置で液体流路に結合されている。
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【０００８】
　例示的実施形態において、容器は液体流体路と取り外し可能に嵌合するように構成され
ているカートリッジを含む。
【０００９】
　例示的実施形態において、装置は手持ち式スプレイ装置を含み、ここで液体分配器はス
プレイノズルを含む。
【００１０】
　例示的実施形態において、装置は、
　液体流路に結合されたポンプと、
　制御回路と電気的に結合された電源と、をさらに含む。
　例示的実施形態において、装置は、
　表面の上で洗浄機を移動させるように構成されている少なくとも１つの車輪と、
　液体流路に結合されたポンプと、
　少なくとも１つの車輪を駆動するために結合されたモータと、を含む移動式床表面洗浄
機を含む。
【００１１】
　例示的実施形態において、移動式床洗浄機は、液体を保持するように構成されているリ
ザーバをさらに含み、リザーバは容器の上流の位置で液体流路に結合されている。
【００１２】
　本開示の別の態様は、たとえば、液体の浮遊特性を向上させるために装置内の液体を処
理するステップと、装置から表面または容積空間への被処理液によって導電経路を造り出
すように、装置から表面または容積空間に被処理液を分配するステップと、分配ステップ
の間に、導電経路に沿った液体を通じて、装置から表面または容積空間までの交流電場を
発生するステップであって、電場は表面からの、または容積空間内の少なくとも１つの微
生物を破壊するのに十分であるステップと、を含む方法に関する。
【００１３】
　例示的実施形態において、装置内の液体を処理するステップは、液体を、液体の浮遊特
性を向上させるように構成された少なくとも１つの化合物と合わせるステップを含む。一
実施例において、少なくとも１つの化合物は、界面活性剤を含む浮遊添加剤を含む。一実
施例において、少なくとも１つの化合物は液体活性化材を含む。たとえば、液体活性化材
は、ゼオライト、イオン交換樹脂、およびそれらの組合せからなる群より選択される材料
を含む。
【００１４】
　例示的実施形態において、方法は、装置のリザーバから、少なくとも１つの化合物を保
持する装置の容器に液体を供給するステップを含む。一実施例において、方法は、装置の
液体流体路に容器を嵌合させるステップを含む。
【００１５】
　例示的実施形態において、装置内の液体を処理するステップは、液体の酸化還元電位を
変化させるステップを含む。たとえば、液体の酸化還元電位を変化させるステップは、装
置の少なくとも１つの電解セル内の液体を電気化学的に活性化するステップを含む。別の
実施例において、液体の酸化還元電位を変化させるステップは、液体を少なくとも１つの
液体活性化材と合わせるステップを含む。
【００１６】
　例示的実施形態において、方法は、被処理液内の表面から少なくとも１つの微生物を浮
遊させるステップをさらに含む。
【００１７】
　例示的実施形態において、方法は、分配ステップの間、装置のノズル吐出口から表面ま
たは容積空間まで、ゼロから１０インチの距離を維持するステップを含む。
【００１８】
　本開示の一態様は、たとえば、液体の酸化還元電位を変化させるために装置内の液体を
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処理するステップと、装置から表面または容積空間への被処理液によって導電経路を造り
出すように、装置から表面または容積空間に被処理液を分配するステップと、分配ステッ
プの間に、導電経路に沿った液体を通じて、装置から表面または容積空間までの交流電場
を発生するステップであって、電場は表面からの、または容積空間内の少なくとも１つの
微生物を破壊するのに十分であるステップと、を含む方法に関する。
【００１９】
　例示的実施形態において、装置内の液体を処理するステップは、液体を、液体の酸化還
元電位を変化させるように構成された少なくとも１つの化合物と合わせるステップを含む
。一実施例において、少なくとも１つの化合物は液体活性化材を含む。たとえば、液体活
性化材は、ゼオライト、イオン交換樹脂、およびそれらの組合せからなる群より選択され
る材料を含む。
【００２０】
　例示的実施形態において、方法は、装置のリザーバから、少なくとも１つの化合物を保
持する装置の容器に液体を供給するステップを、さらに含む。
【００２１】
　装置内の液体を処理するステップは、装置の少なくとも１つの電解セル内の液体を電気
化学的に活性化するステップを含む。
　例示的実施形態において、方法は、被処理液内の表面から少なくとも１つの微生物を浮
遊させるステップをさらに含む。
　例示的実施形態において、方法は、分配ステップの間、装置のノズル吐出口から表面ま
たは容積空間まで、ゼロから１０インチの距離を維持するステップを含む。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本開示の例示的態様による、手持ち式スプレイボトルの一実施例の、簡略化され
た模式図である。
【図２】イオン選択膜を有する電解セルの一実施例を示す図である。
【図３】本開示のさらなる実施例による、イオン選択膜を有していない電解セルを示す図
である。
【図４】図４Ａ～４Ｄは本開示の一態様による、電気化学的に活性化された液体によって
実行される汚れ洗浄機構の一実施例を示す図である。
【図５】説明的な実施例による管状形状を有する電解セルの一実施例を示す図である。
【図６】本開示の説明的な実施例によるエレクトロポレーション電極の分解斜視図である
。
【図７Ａ】帯電した吐出スプレイによってスプレイヘッドと表面との間に形成された導電
経路の一実施例を示す図である。
【図７Ｂ】媒体中に浮遊している細胞がそれによって電場に曝される、エレクトロポレー
ション機構の一実施例を示す図である。
【図７Ｃ】エレクトロポレーションによって膨張した孔を有する細胞膜の一実施例を示す
図である。
【図８】帯電した液体を表面に噴霧するスプレイボトルの一実施例を示す図である。
【図９】噴霧され、帯電した液体で濡れている表面の一実施例を示す図である。
【図１０Ａ】本開示の一実施形態による、手持ち式スプレイボトルの斜視図である。
【図１０Ｂ】本開示の一実施形態による、手持ち式スプレイボトルの分解された左半分の
斜視図である。
【図１０Ｃ】本開示の一実施形態による、手持ち式スプレイボトルの露出したスプレイヘ
ッドの側面図である。
【図１１】本開示の例示的態様による、スプレイボトル内の電解セルの陽極および陰極に
印加される電圧パターンの一実施例を示す波形図である。
【図１２】本開示の例示的態様による、スプレイボトル上の電解セルを制御する制御回路
の一実施例のブロック図である。
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【図１３Ａ】本開示の例示的態様による、スプレイボトル内のエレクトロポレーション電
極に印加される電圧パターンを示す波形図の一実施例である。
【図１３Ｂ】本開示の例示的態様による、スプレイボトル内のエレクトロポレーション電
極に印加される周波数パターンを示す波形図の一実施例である。
【図１３Ｃ】本開示の例示的態様による、スプレイボトル内のエレクトロポレーション電
極に印加される周波数パターンを示す波形図の一実施例である。
【図１４】本開示の例示的態様による、スプレイボトル上のエレクトロポレーション電極
を制御する制御回路の一実施例のブロック図である。
【図１５】本開示の別の実施形態による、移動式床洗浄機械の一実施例の斜視図である。
【図１６】本開示の別の実施形態による、全表面洗浄機の一実施例の斜視図である。
【図１７】本開示に記載されるものなど、少なくとも１つの電解セルおよび／または少な
くとも１つのエレクトロポレーション電極を含む、平面モップ実施形態の一実施例を示す
図である。
【図１８】表面に対して静止または可動であってもよい、例示的装置を示す図である。
【図１９】たとえば、本明細書に開示される実施形態のいずれかに組み込まれることが可
能な、本開示の例示的実施形態によるシステムを示すブロック図である。
【図２０Ａ】たとえば、図５～６および１０～１４に示される実施形態のためのノズルか
らの距離の関数としての、電位場の実施例を示すグラフである。
【図２０Ｂ】たとえば、図５～６および１０～１４に示される実施形態のためのノズルか
らの距離の関数としての、電場の実施例を示すグラフである。
【図２１】分配液の浮遊特性を強化するために、装置から分配された液体に浮遊添加剤が
添加される、本開示の例示的実施形態によるシステムを示す図である。
【図２２】たとえば、スプレイボトルによって保持および分配される液体の酸化還元電位
（ＯＲＰ）を変化させるための１つ以上の液体活性化材を保持するように構成されたスプ
レイボトルの模式図である。
【図２３】たとえば、貫流システムの流体ライン内に設置されてもよい、液体活性化材を
含有するカートリッジの模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下は、本開示の１つ以上の態様の実施例の追加説明として提供される。以下の詳細な
説明および上記で参照された図面は、発行される請求項において主張されるような本発明
の範囲を限定または狭めるものとして解釈されるべきではない。１つ以上の請求項に含ま
れる本発明のその他の実施形態が、本明細書において論じられる図面および実施例とは１
つ以上の態様において異なる構造および機能を有してもよく、そして、たとえば請求項に
おいて主張されるような本発明を構成または使用するための異なる構造、方法、および／
またはそれらの組合せを実現してもよいことは、理解されるだろう。
【００２４】
　また、以下の記載は、１つ以上のセクション見出しを有するセクションに分割されてい
る。これらのセクションおよび見出しは、読みやすさのためにのみ提供されており、たと
えば、特性の実施例および／または実施形態に関する特定のセクションおよび／またはセ
クション見出しにおいて論じられる本開示の１つ以上の態様が、別のセクションおよび／
またはセクション見出しにおいて記載される別の特定の実施例および／または実施形態と
組み合わせられること、これらに適用されること、および／またはこれらにおいて利用さ
れることを制限するものではない。１つ以上の実施例の要素、特徴、およびその他の態様
は、本明細書に開示される１つ以上のその他の実施例の要素、特徴、およびその他の態様
と組み合わせられてもよく、および／または置き換え可能であってもよい。
【００２５】
　本開示の一態様はたとえば、装置から分配される吐出流体（たとえば、液体ストリーム
および／または気体／液体混合物、水蒸気、ガス状液体、ミスト、スプレイ、またはエア
ロゾル混合物を含む）の消毒特性を強化することに関する。一実施例において、本開示は
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、吐出液体（たとえば、液体ストリームおよび／または気体／液体混合物、ガス状液体、
ミスト、スプレイ、またはエアロゾル混合物を含む）の消毒特性を強化することに関する
。本開示の１つ以上の実施例における消毒の例示的な基準は、処理対象の表面上の微生物
の細胞に、交流電場などの電場を印加することを含み、ここで電場は、たとえば不可逆的
エレクトロポレーションとして知られる処理によって細胞が永久的に損傷するように、閾
値と一致するかまたはこれを超過する。電場閾値が達成または超過された場合、エレクト
ロポレーションは細胞の生存能力を危険にさらし、その結果、不可逆的エレクトロポレー
ションとなる。
【００２６】
　１つ以上の実施例において、微生物は、装置から分配され、これを通して電場が印加さ
れる液体によって、表面から浮遊される。このような浮遊は、たとえば約±５０ミリボル
トを超えて液体の酸化還元電位を変化させることなどによって、強化される。微生物の浮
遊は、微生物の細胞への電場の印加を強化してもよい。
【００２７】
　特定の実施例において、本開示の一態様は、手持ち式スプレイボトルまたは装置、移動
式床洗浄機、手の消毒ステーションまたは装置、食品消毒剤、布または食器洗い機、およ
び／または表面または容積空間に液体および／または気体／液体混合物を発生させるかま
たは適用するためのその他の装置など、固定式または可動式装置によって担持される電解
セルによって発生する電解液の消毒特性を強化するための方法および装置に関する。電解
セルは、たとえば、帯電したナノバブルの動作を通じて微生物の浮遊液中で援助すべき液
体のＯＲＰを増加することができる。液体のＯＲＰを変化させるため、および／または表
面からの粒子および微生物の浮遊を強化するために、その他の機構が使用されることも可
能である。
【００２８】
　本開示の実施形態は、様々な異なる用途において使用されることが可能であり、手持ち
式、移動式、固定式、壁掛け式、電動式または非電動式、車輪付きまたは車輪なしなどの
装置を含む、ただしこれらに限定されない、様々な異なるタイプの装置に収容されること
が可能である。以下の実施例において、電解セルおよびエレクトロポレーション電極は、
手持ち式スプレイボトルに組み込まれる。本開示において論じられる１つ以上の実施例の
様々な態様のうちの１つ以上が、代替実施形態におけるその他の態様と適宜組合せおよび
／または置き換えられてもよいことは、理解されるであろう。本明細書に記載される見出
しは、便宜上使用されるが、たとえば特定の実施形態または実施例の下で論じられる一実
施形態の態様を限定するように意図されるものではない。また、たとえば、電極を指すた
めに本記載において「エレクトロポレーション電極」という用語が使用されるが、しかし
この用語は便宜上使用されるのみであって、微生物に対するその動作または効果をエレク
トロポレーションの処理に限定するように意図されるものではない。
【００２９】
　本開示の１つ以上の実施例において、たとえば印加された電場を移送するための伝統的
な電気プローブを使用する代わりに、装置は、帯電した吐出液を通じてこのような印加さ
れた電場を移送するように構成されてもよい。
【００３０】
１．手持ち式スプレイ装置の実施例
　図１は、本開示の例示的態様による、ここでは手持ち式スプレイボトル１０の形態を取
る、手持ち式スプレイ装置の一実施例の、簡略化された模式図である。別の実施例におい
て、スプレイ装置は、より大きい装置またはシステムの一部を形成してもよい。図１に示
される実施例において、スプレイボトル１０は、処理された後にノズル１４から分配され
る液体を収容するためのリザーバ１２を含む。一実施例において、処理される液体は、通
常の水道水などの水性組成物を含む。
【００３１】
　スプレイボトル１０は、注入口フィルタ１６、１つ以上の電解セル１８、管２０および
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２２、ポンプ２４、アクチュエータ２６、スイッチ２８、回路基板および制御エレクトロ
ニクス３０、ならびに電池３２をさらに含む。図１には示されていないが、管２０および
２２は、たとえばボトル１０のネックおよびバレル内にそれぞれ収容されてもよい。キャ
ップは、ボトル１０のネックの周りでリザーバ１２を封止する。電池３２は、回路基板お
よび制御エレクトロニクス３０によって電圧が印加されたときに電解セル１８およびポン
プ２４に電力を供給するために、たとえば使い捨て電池および／または充電池、あるいは
電池の他のまたは電池の代わりのその他の適切な携帯式またはコード式電源を、含むこと
ができる。
【００３２】
　図１に示される実施例において、アクチュエータ２６は、開放および閉鎖状態の間で瞬
時スイッチ２８を作動する、トリガ型アクチュエータである。たとえば、ユーザがハンド
トリガを握ると、トリガが開放状態から閉鎖状態にスイッチを作動する。ユーザがハンド
トリガを放すと、トリガはスイッチを開放状態に作動する。しかしながら、アクチュエー
タ２６は、代替実施形態において、その他のスタイルまたは構造を有することができ、さ
らなる実施形態においては排除されることが可能である。個別のアクチュエータのない実
施形態では、スイッチ２８はたとえば、ユーザによって直接作動されることが可能である
。スイッチ２８が開放された非伝導状態にあるとき、制御エレクトロニクス３０は、電解
セル１８およびポンプ２４の電力を切断する。スイッチ２８が閉鎖された伝導状態にある
とき、制御エレクトロニクス３０は、電解セル１８およびポンプ２４に電力を供給する。
ポンプ２４は、フィルタ１６、電解セル１８、および管２０を通じてリザーバ１２から液
体を引き出し、この液体を管２２およびノズル１４から押し出す。噴霧器に応じて、ノズ
ル１４は、たとえばストリームを放出すること、ミストを噴霧すること、またはスプレイ
を分配することの間で選択するように、調整可能であってもなくてもよい。
【００３３】
　スイッチ２８自体は、図１に示されるような押しボタンスイッチ、トグル、ロッカなど
のいずれかの適切なアクチュエータ型、いずれかの機械的結合、および／または、たとえ
ば容量性、抵抗性プラスチック、熱、誘導、機械的、非機械的、電気機械的、またはその
他のセンサなどを含む、入力を検知するためのいずれかのセンサを有することができる。
スイッチ２８は、瞬時、単極単投など、いずれかの適切な接触配置を有することができる
。
【００３４】
　代替実施形態において、ポンプ２４は、ハンドトリガ型容積式ポンプなどの機械的ポン
プに置き換えられ、ここでアクチュエータトリガ２６は機械的動作によってポンプに直接
作用する。この実施形態において、スイッチ２８は、電解セル１８に電力を供給するため
に、電源スイッチなど、ポンプ２４とは別に作動されることが可能であろう。さらなる実
施形態において、電池３２は排除され、電力は、たとえば回転式ダイナモ、振動または太
陽源など、別の携帯型電源を通じて移送されるか、または電源コード、プラグ、および／
または接触端子を通じてなど、外部電源からスプレイボトル１０に移送される。たとえば
、代替実施形態において、ユーザは、電力を発生させるためにトリガを引きながら、内部
ダイナモを作動させてもよい。スプレイボトルは、ボトルによって担持される携帯型電源
、または外部電源に接続するためにボトルによって担持される端子など、いずれかの適切
な電源を含むことができる。
【００３５】
　図１に示される配置は、非限定的な実施例としてのみ提供される。スプレイボトル１０
は、その他のいずれの構造的および／または機能的配置も有することができる。たとえば
、ポンプ２４は、リザーバ１２からノズル１４へ流れる流体の方向に対して、図１に示さ
れるように、セル１８の下流に、またはセル１８の上流に、位置することが可能である。
スプレイボトル１０は、たとえばその他のいずれの適切な手持ち式装置であってもよく、
ボトルまたはスプレイボトルの形状である必要はない。たとえばその他の形状因子または
人間工学的形状が、その他の実施形態において利用されてもよい。たとえば、スプレイ装
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置は、ワンドの形状を有してもよく、これは、モップバケツ、電動式または非電動式汎用
洗浄機、個別の洗浄ヘッドを備えるまたは備えない移動式洗浄装置、車両、などの洗浄装
置に接続されてもされなくてもよい。
【００３６】
　以下により詳細に記載されるように、スプレイボトルは、洗浄および／または消毒され
るべき表面上または容積空間内に噴霧される液体を、収容する。非限定的な一実施例にお
いて、電解セル１８は、吐出スプレイ（または、たとえばストリーム）としてノズル１４
から分配されるのに先立って、液体を陽極液ＥＡ液体および陰極液ＥＡ液体に変質させる
。陽極液および陰極液ＥＡ液体は、複合混合物として、または個別の管および／またはノ
ズルを通じてなど個別のスプレイ吐出として、分配されることが可能である。図１に示さ
れる実施形態において、陽極液および陰極液ＥＡ液体は、複合混合物として分配される。
スプレイボトルによって提供される小さく断続的な吐出流量により、電解セル１８は、小
型パッケージを有することができ、たとえばパッケージまたはスプレイボトルによって担
持される電池によって電力供給されることが可能である。
【００３７】
　スプレイボトル１０は、たとえば、接地に対して液体吐出スプレイの電位を付与、誘発
、もしくは引き起こすために、液体または液体路の内部に位置するかまたはこれと適切な
関係にある、個別の電気伝導体、リード、またはその他の電気および／または電磁部品、
たとえば高圧電極３５などの電極などを、さらに含むことができる。たとえば液体吐出ス
プレイを形成する液体がすでに電荷を担持している場合、このような電位は、たとえば液
体吐出スプレイにおける個別または追加電位であってもよい。図１に示される実施例にお
いて、電極３５は、管２２に沿って位置しており、管を通じて流れる液体と電気的接触す
るように構成されている。しかしながら、電極３５は、たとえばリザーバ１２からノズル
１４まで（またはスプレイボトル１０の外部にまでも）の液体流路に沿ったいずれの位置
に配置されることも可能である。制御回路３０は、トリガ２６がスイッチ２８を作動して
閉鎖状態にすると電極３５に電力を供給し、トリガ２６がスイッチ２８を作動して開放状
態にすると、電極３５への電力を遮断する。たとえばトリガ２６が動作されているおよび
／または液体が分配されている時間の一部の間であっても、電極３５の電力遮断など、そ
の他の実施形態においてその他の電力供給、電力遮断状態、またはパターンが使用され得
ることは、理解されるだろう。この実施例において、電極３５は、逆の極性の対応するリ
ターン電極を有していない。さらに、別の実施形態において、電位を付与、誘発、もしく
は引き起こすために、２つ以上の電気伝導体、リード、またはその他の電気部品またはそ
れらの組合せが利用されることが可能である。
【００３８】
　電極３５によって発生および／または補完された電位は、分配される液体を通じて洗浄
されている表面上の微生物に印加され、そして、電荷移送が十分な大きさである場合、こ
のような電荷は、以下の実施例においてより詳細に論じられるように、エレクトロポレー
ションおよび／または電気水圧衝撃などの機構を通じて、微生物の不可逆的損傷、破壊、
もしくは除去を生じさせることが可能である。これが、使用中の液体吐出スプレイの消毒
特性を強化する。
【００３９】
２．電解セルの実施例
　電解セルは、少なくとも１つの陽極電極および少なくとも１つの陰極電極の間の流体に
わたって電場を印加するようになっている、どのような流体処理セルも含む。電解セルは
、どのような適切な数の電極、どのような適切な数の流体を収容するチャンバ、およびど
のような適切な数の流体流入および流体吐出を有することもできる。セルはどのような流
体（液体または気体－液体の組合せ）も処理するようになっていてもよい。セルは、陽極
および陰極の間に１つ以上のイオン選択膜を含むことができ、またはイオン選択膜を全く
使用しないで構成されることも可能である。イオン選択膜を有する電解セルは、この実施
例では「機能的発生器」と称される。この用語は限定することを意図していない；その他
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の適切な装置および／または構造も機能的発生器として認められてもよいことは、理解さ
れるであろう。
【００４０】
　電解セルは、様々な異なる用途において使用されることが可能であり、図１を参照して
論じられたスプレイボトルおよび／または２００７年８月１６日に公開されたＦｉｅｌｄ
らによる米国特許公開番号第２００７／０１８６３６８号明細書に開示されている構造な
ど、ただしこれらに限定されない、様々な異なる構造を有することができる。このため、
スプレイボトルの文脈に関連して、電気分解に関する様々な要素および工程が、本明細書
に記載されているが、これらの要素および工程は、その他の非スプレイボトル用途に適用
されること、および組み込まれることが、可能である。
【００４１】
２．１　膜を有する電解セルの実施例
　図２は、たとえば図１に示されるスプレイボトル内で使用されることが可能な電解セル
５０の一実施例を示す模式図である。電解セル５０は、液体源５２から、処理されるべき
液体を受け取る。液体源５２は、タンク、または図１のリザーバ１２などのその他の溶液
リザーバを含むことができ、または外部源から液体を受けるための継ぎ手またはその他の
注入口を含むことができる。
【００４２】
　セル５０は１つ以上の陽極チャンバ５４および１つ以上の陰極チャンバ５６（たとえば
反応チャンバとして知られる）を有し、これらは、カチオン（たとえばプロトン交換膜）
またはアニオン交換膜などのイオン交換膜５８によって分離されている。１つ以上の陽極
電極６０および陰極電極６２（図示される各電極のうちの１つ）は、それぞれ各陽極チャ
ンバ５４および各陰極チャンバ５６内に設けられている。陽極および陰極電極６０、６２
は、たとえばステンレス鋼、導電性ポリマ、チタンおよび／または白金などの貴金属で被
覆されたチタン、またはその他の適切な電極材料など、いずれかの適切な材料から作られ
ることが可能である。一実施例において、陽極および陰極のうちの少なくとも１つは、少
なくとも部分的にまたは全体的に、導電性ポリマから作られている。電極およびそれぞれ
のチャンバは、いずれかの適切な形状および構造を有することができる。たとえば、電極
は、平板、同軸板、ロッド、またはそれらの組合せであってもよい。各電極は、たとえば
、一体構造を有することができ、１つ以上の開口を有することができる。一実施例におい
て、各電極はメッシュとして形成されている。また、たとえば、複数のセル５０が相互に
直列または並列に結合されることが可能である。電極６０、６２は、従来型電源（図示せ
ず）の対向する端子に電気的に接続される。
【００４３】
　イオン交換膜５８は、電極６０および６２の間に位置している。イオン交換膜５８は、
カチオン交換膜（たとえばプロトン交換膜）またはアニオン交換膜を含むことができる。
膜３８に適切なカチオン交換膜は、部分的および完全にフッ素化されたアイオノマ、多環
芳香族アイオノマ、およびそれらの組合せを含む。膜３８に適切な市販されているアイオ
ノマの例は、デラウェア州ウィルミントンのＥ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕ
ｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙより「ＮＡＦＩＯＮ」の商標名で入手可能なスルホン化テ
トラフルオロエチレンコポリマー；日本の旭硝子株式会社より「フレミオン」の商標名で
入手可能なペルフルオロカルボキシル酸アイオノマ；日本の旭化成株式会社より「アシプ
レックス」の商標名で入手可能なペルフルオロスルホン酸アイオノマ；およびそれらの組
合せを含む。適切な膜のその他の例は、たとえば、ＣＭＩ－７０００Ｓカチオン交換膜お
よびＡＭＩ－７００１Ｓアニオン交換膜など、ニュージャージー州グレンロックのＭｅｍ
ｂｒａｎｅｓ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．より入手可能なものを含む。しか
しながら、他の実施例において、いかなるイオン交換膜も用いることができる。
【００４４】
　電源は、ＤＣ出力定電圧、パルスもしくは変調ＤＣ出力電圧、および／またはパルスも
しくは変調ＡＣ出力電圧を、たとえば陽極および陰極電極に提供することができる。電源
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は、いずれかの適切な出力電圧レベル、電流レベル、デューティサイクル、または波形な
どを有することができる。
【００４５】
　たとえば一実施形態において、電源は、比較的安定した状態で電極に供給される電圧を
印加する。電源（および／または制御エレクトロニクス）は、電圧および電流出力を制御
するためにパルス幅変調（ＰＷＭ）制御方式を使用するＤＣ／ＤＣコンバータを含む。パ
ルスがかかるまたはかからない、ならびにその他の電圧および出力範囲の、その他のタイ
プの電源も、使用され得る。特定の用途および／または実施形態に応じて、パラメータが
異なってもよい。
【００４６】
　動作中、給水（または処理されるその他の液体）は、源５２から陽極チャンバ５４およ
び陰極チャンバ５６の両方に供給される。カチオン交換膜の場合、約５ボルト（Ｖ）から
約２８Ｖの範囲、またはたとえば５Ｖから約３８Ｖの範囲の電圧など、ＤＣ電圧電位を陽
極６０から陰極６２にわたって印加すると、陽極チャンバ５４内にもともと存在している
カチオンは陰極６２に向かってイオン交換膜５８を横切って移動し、その一方で陽極チャ
ンバ５４内に存在するアニオンは陽極６０に向かって移動する。しかしながら、陰極チャ
ンバ５６内に存在するアニオンはカチオン交換膜を通過することができず、そのため陰極
チャンバ５６内に残留する。
【００４７】
　その結果、セル５０は、少なくとも部分的に電気分解を利用することによって給水を電
気化学的に活性化することができ、酸性陽極液組成物７０および塩基性陰極液組成物７２
の形態の電気化学的活性水を生成する。一実施例において、陽極液組成物７０は少なくと
も約＋５０ｍＶ（たとえば＋５０ｍＶから＋１２００ｍＶの範囲）の酸化還元電位（ＯＲ
Ｐ）を有し、陰極液組成物７２は少なくとも約－５０ｍＶ（たとえば－５０ｍＶから－１
０００ｍＶの範囲）のＯＲＰを有する。
【００４８】
　望ましければ、陽極液および陰極液は、たとえば電解セルの構造の変更を通じて、互い
に異なる比率で生成されることが可能である。たとえば、セルは、ＥＡ水の主要機能が洗
浄である場合、陽極液よりも大きい容積の陰極液を生成するように構成されることが可能
である。あるいは、たとえば、ＥＡ水の主要機能が消毒である場合、セルは陰極液よりも
大きい容積の陽極液を生成するように構成されることが可能である。また、各々の反応種
の濃度が異なってもよい。
【００４９】
　たとえば、セルは、陽極液よりも大きい容積の陰極液を生成するために、陰極板と陽極
板の比率を３：２とすることができる。各陰極板は、それぞれのイオン交換膜によってそ
れぞれの陽極板から分離されている。このため、この実施形態において、２つの陽極チャ
ンバに対して３つの陰極チャンバがある。この構成は、４０％の陽極液に対しておおよそ
６０％の陰極液を生成する。その他の比率もまた利用されることが可能である。
【００５０】
　また、全てのセルによって生成される陰極液および陽極液の相対的な量を変更するため
に、印加電圧デューティサイクルおよび／またはその他の電気的特性が変更されることが
可能である。
【００５１】
２．２　イオン選択膜を備えていない電解セルの実施例
　図３は、本開示のさらなる実施例による、イオン選択膜を有していない電解セル８０を
示す。セル８０は、反応チャンバ８２、陽極８４、および陰極８６を含む。チャンバ８２
は、たとえば、セル８０の壁によって、電極８４および８６が配置されている容器または
流路の壁によって、あるいは電極自体によって、画定されることが可能である。陽極８４
および陰極８６は、たとえばステンレス鋼、導電性ポリマ、チタンおよび／または白金な
どの貴金属で被覆されたチタンなど、いずれかの適切な材料または材料の組合せから作ら
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れてもよい。陽極８４および陰極８６は、図１に示される電池３２など、従来型電源に接
続される。一実施形態において、電解セル８０は、チャンバ８２を画定し、そして手持ち
式スプレイボトルまたは移動式床洗浄装置の流路内など、処理される液体の流路内に配置
される、自身の容器を含む。
【００５２】
　動作中、たとえば液体が、源８８によって供給され、そして電解セル８０の反応チャン
バ８２内に導入される。図３に示される実施形態において、電解セル８０は、陽極８４の
反応生成物を陰極８６の反応生成物から分離するイオン交換膜を含まない。洗浄に使用す
るために処理される液体として水道水が使用される実施例において、水をチャンバ８２内
に導入して陽極８４および陰極８６の間に電圧電位を印加した後、陽極８４と接触してい
るかまたは付近にある水分子は、電気化学的に酸化されて酸素（Ｏ２）および水素イオン
（Ｈ＋）となり、その一方で、陰極８６と接触しているかまたは付近にある水分子は、電
気化学的に還元されて水素ガス（Ｈ２）およびヒドロキシルイオン（ＯＨ－）となる。そ
の他の反応もまた生じることが可能であり、特定の反応は液体の成分に依存する。両方の
電極からの反応生成物は、たとえば反応生成物を相互に分離する物理的な障壁がないので
、混合されて（たとえば）酸素含有流体８９を形成することが可能である。あるいは、た
とえば、陽極および陰極の間に設けられた不透過性またはその他の膜（図示せず）などの
誘電体バリアを使用して、陽極８４は陰極８４から分離されることが可能である。
【００５３】
２．３　分配器の実施例
　図２からの陽極液および陰極液ＥＡ液体吐出または図３の酸素含有流体８９は、たとえ
ば吐出口、継ぎ手、栓、スプレイヘッド、洗浄／消毒器具またはヘッド、またはそれらの
組合せなどを含む、いずれかのタイプの１つまたは複数の分配器を含み得る、分配器７４
と結合されることが可能である。図１に示される実施例において、分配器７４はスプレイ
ノズル１４を含む。図２の各吐出７０および７２に分配器があってもよく、両方の吐出に
ついて組み合わせられた分配器があってもよい。
【００５４】
　一実施例において、図２の陽極液および陰極液吐出が配合されて共通吐出ストリーム７
６となり、これが分配器７４に供給される。Ｆｉｅｌｄらによる米国特許公開番号第２０
０７／０１８６３６８号明細書に記載されているように、陽極液および陰極液が、少なく
とも一時的に有益な洗浄および／または消毒特性を維持しながら、洗浄装置の分配システ
ム内および／または洗浄される表面または物品上で配合され得ることが、見出された。陽
極液および陰極液は配合されるが、この実施例において、これらは当初は平衡状態になく
、そのため一時的に強化された洗浄および／または消毒特性を維持することができる。
【００５５】
　たとえば、一実施形態において、陰極液ＥＡ水および陽極液ＥＡ水は、たとえ２つの液
体が混合されていても、少なくとも３０秒にわたって、それらの明らかな電気化学的に活
性化された特性を維持する。この時間の間、２種類の液体の明らかな電気化学的に活性化
された特性は、直ちに中和することはない。これにより、この実施例における各液体の有
利な特性を、一般的な洗浄作業の間に利用することができる。比較的短時間の後、洗浄さ
れる表面上で配合された陽極液および陰極液ＥＡ液体は、急速に中和して実質的に源液の
当初のｐＨおよびＯＲＰ（たとえば通常の水道水のもの）になってもよい。一実施例にお
いて、配合された陽極液および陰極液ＥＡ液体は、中和して、１分未満、または陽極液お
よび陰極液ＥＡ吐出が電解セルによって生成された時間からのその他の組合せの時間枠内
で、実質的にｐＨ６からｐＨ８の間のｐＨおよび±５０ｍＶの間のＯＲＰになる。その他
の適切なｐＨ範囲が生じてもよい。その後、回収された液体は、いずれかの適切な方法で
廃棄され得る。
【００５６】
　別の実施形態において、配合された陽極液および陰極液ＥＡ液体は、実施形態および液
体の特性に応じて、たとえば３０秒を超える時間にわたって、たとえばｐＨ６からｐＨ８
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の間の範囲外のｐＨおよび±５０ｍＶの範囲外のＯＲＰを維持することができ、および／
または１分以外の時間範囲の後に中和することができる。
【００５７】
３．汚れ、および電解水による洗浄の実施例
　本明細書のその他の実施例の議論と同様に、以下の議論は実施例としてのみ提供され、
そして本開示、本明細書に記載される実施例の動作、および／またはここに添付されるい
ずれかの発行された請求項の範囲を限定するように意図するものではない。
【００５８】
３．１　基本的概念の実施例
　汚れは、たとえば乾燥した事前可溶性物質、油状物質、および／または不溶性粒子の混
合物からなる。通常、汚れは、水に対するよりも、より強い汚れとの親和性を有する。
【００５９】
　汚れを除去するためには、汚れ粒子と別の汚れ粒子との間、および汚れ粒子と洗浄され
る表面との間の親和性が減少されるべきであり、水に対する汚れ粒子の親和性は増加され
るべきである。
【００６０】
　通常、ミセルを形成するために油状汚れ上では石けんおよび洗剤が使用され、汚れ粒子
を浮遊させるためにポリアニオンが使用される。本開示の例示的な一実施形態において、
ノズル１４から分配される電解水には、これらのいずれも存在しない。
【００６１】
　しかしながら、電気分解工程の間、いくつかのナノバブルが電極表面において形成され
、図４Ａに示されるように、その後電解セルによって生成された陽極液および陰極液ＥＡ
液体の中でゆっくりと消散する。スプレイボトルから分配される過飽和ＥＡ水溶液から、
汚れ表面に別のナノバブルが形成される。これらのナノバブルは、水溶液中および浸漬し
た固体／液体表面の両方に、有意な期間だけ存在することができる。
【００６２】
　ナノバブルは、図４Ｂに示されるように、典型的な汚れ粒子上に見られるものなど、疎
水性表面を形成し、これに付着する傾向がある。この工程は、気泡の付着が、好ましい負
の自由エネルギー変化との高エネルギー水／疎水性表面界面から水分子を放出するので、
エネルギー的に好ましい。
【００６３】
　また、泡が表面に接触すると、泡が広がって平坦化し、これによって泡の曲率が低下し
て、さらに好ましい自由エネルギー放出を与える。
【００６４】
　さらに、汚れ粒子の表面上にナノバブルが存在することで、図４Ｃに示されるように、
機械的洗浄／ワイピング動作および／または先行する電解散布工程によって導入される可
能性のある、より大きいミクロン超サイズの気泡によって粒子の捕獲を増加させる。表面
ナノバブルの存在はまた、この動作によって捕獲され得る汚れ粒子のサイズを減少させる
。
【００６５】
　このような捕獲は、図４Ｄに示されるように、洗浄されている表面から汚れ粒子を持ち
去るのに役立ち、再付着を防止する。
【００６６】
　ナノバブルのさらなる特性は、その容積に対する巨大な気体／液体表面積である。この
界面における水分子は、水の高表面張力によって認識されるように、より少ない水素結合
によって保持されている。別の水分子との水素結合のこの減少により、界面水は「通常の
」水よりも反応しやすく、そして別の分子とより迅速に水素結合して、より早い水和を呈
する。
【００６７】
　少なくとも部分的にこれらの説明的（例示的）特性のため、生成されて図１に示される
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スプレイボトルから分配される、特定の実施形態における陽極液および陰極液ＥＡ液体の
組合せは、非電解水と比較して強化された洗浄特性を有する。
【００６８】
３．２　例示的反応
　図２に示される電解セル５０に関して、陽極６０と接触している水分子は陽極チャンバ
５４内で電気化学的に酸化されて酸素（Ｏ２）および水素イオン（Ｈ＋）となり、その一
方で、陰極６２と接触している水分子は、陰極チャンバ５６内で電気化学的に還元されて
水素ガス（Ｈ２）およびヒドロキシルイオン（ＯＨ－）となる。陽極チャンバ５４内の水
素イオンは、カチオン交換膜５８を通過して陰極チャンバ５６に入ることができ、ここで
水素イオンが還元されて水素ガスとなり、その一方で陽極チャンバ５４内の酸素ガスは給
水に酸素添加して、陽極液７０を形成する。さらに、通常の水道水は一般的に塩化ナトリ
ウムおよび／または塩素を含むので、陽極６０は、存在する塩素を酸化して塩素ガスを形
成する。その結果、相当量の塩素が生成され、陽極液組成物７０のｐＨは時間とともにま
すます酸性になっていく。
【００６９】
　述べられたように、陰極６２と接触している水分子は電気化学的に還元されて水素ガス
およびヒドロキシルイオン（ＯＨ－）となり、その一方で陽極チャンバ５４内のカチオン
は、電位が印加されるとカチオン交換膜５８を通過して陰極チャンバ５６に入る。これら
のカチオンは、陰極６２において発生するヒドロキシルイオンとイオン的に関連づけるた
めに利用可能であり、その一方で水素気泡が液体中に生じる。相当量のヒドロキシルイオ
ンが、時間をかけて陰極チャンバ５６内に蓄積し、そして塩基性水酸化物を形成するため
にカチオンと反応する。また、カチオン交換膜は負に帯電したヒドロキシルイオンにはカ
チオン交換膜を通過させないので、水酸化物は陰極チャンバ５６に閉じこめられたままで
ある。結果的に、相当量の水酸化物が陰極チャンバ５６内に発生し、陰極液組成物７２の
ｐＨは、時間とともにますますアルカリ性になる。
【００７０】
　機能的発生器５０内の電気分解工程は、反応種の濃縮、ならびに陽極チャンバ５４およ
び陰極チャンバ５６内の準安定イオンおよびラジカルの形成を可能にする。
【００７１】
　電気化学的活性化工程は一般的に、たとえば電子求引（陽極６０において）または電子
導入（陰極６２において）のいずれかによって起こり、給水の生理化学的（構造的、エネ
ルギー的、および触媒的なものを含む）特性の変化を生じさせる。電場強度が非常に高い
レベルに到達し得る、電極表面の直近において、給水（陽極液または陰極液）が活性化さ
れると考えられている。この領域は、電気二重層（ＥＤＬ）と称されてもよい。
【００７２】
　電気化学的活性化工程が継続する間、水双極子は一般的に場と整合し、水分子の水素結
合の割合が結果的に崩れる。さらに、単独結合水素原子は陰極電極６２において金属原子
（たとえば白金原子）と結合し、そして単独結合酸素原子は陽極電極６０において金属原
子（たとえば白金原子）と結合する。これらの結合原子は、さらなる反応に加わるまで、
それぞれの電極の表面上で、二次元的に周囲に拡散する。その他の原子および多原子基も
また、同様に陽極電極６０および陰極電極６２の表面と結合してもよく、引き続き反応を
受けてもよい。表面で発生した酸素（Ｏ２）および水素（Ｈ２）などの分子は、気体とし
て水の液相内の小さな空洞（たとえば泡）に侵入してもよく、および／または水の液相に
よって溶媒和されてもよい。これらの気相泡は、これによって拡散されるか、もしくは給
水の液相を通じて浮遊される。
【００７３】
　気相泡のサイズは、給水に印加される圧力、給水中の塩またはその他の化合物の組成、
および電気化学的活性化の度合いなど、様々な要因に応じて異なってもよい。したがって
、気相泡は、マクロバブル、マイクロバブル、ナノバブル、および／またはそれらの組合
せを含む、ただしこれらに限定されない、様々な異なるサイズを有してもよい。マクロバ
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ブルを含む実施形態において、発生する泡の適切な平均泡径の例は、約５００マイクロメ
ートルから約１ミリメートルの範囲の直径を含む。マイクロバブルを含む実施形態におい
て、発生する泡の適切な平均泡径の例は、約１マイクロメートルから約５００マイクロメ
ートル未満の範囲の直径を含む。ナノバブルを含む実施形態において、発生する泡の適切
な平均泡径の例は、約１マイクロメートル未満の直径を含み、特に適切な平均泡径は約５
００ナノメートル未満の直径を含み、さらに適切な平均泡径は約１００ナノメートル未満
の直径を含む。
【００７４】
　気体－液体界面の表面張力は、表面分子が、電極表面において気体の分子に対してより
も水中の分子により引きつけられるため、陽極電極６０および陰極電極６２の表面から離
れる方向に配向されている分子の間の引力によって生じる。対照的に、水の大部分の分子
は、全方向に等しく引きつけられる。このため、可能な相互作用エネルギーを増加させる
ために、表面張力は、電極表面の分子を液体の大部分に侵入させる。
【００７５】
　気相ナノバブルが発生する実施形態において、ナノバブル（すなわち約１マイクロメー
トル未満の直径を有する泡）に含有される気体もまた、その小径にもかかわらず、給水中
で実質的な持続時間にわたって安定していると考えられている。理論に縛られることを望
むわけではないが、水の表面張力は、気体／液体界面において、気泡の曲面が分子次元に
接近するときに、降下すると考えられている。これは、ナノバブルの消散する自然な傾向
を減少させる。
【００７６】
　さらに、ナノバブルの気体／液体界面は、膜５８全体に印加される電圧によって帯電さ
れる。電荷は表面張力に対抗する力を導入し、これはまたナノバブルの消散を遅延させる
かまたは防止する。電荷斥力が表面張力による表面最小化とは逆方向に作用しながら、界
面における同様の電荷の存在は、明らかな表面張力を減少させる。気体／液体界面を好む
付加的な帯電物質の存在により、いかなる効果も増加されてもよい。
【００７７】
　気体／液体界面の自然な状態は、負のようである。低表面電荷密度および／または高分
極率を有するその他のイオン（Ｃｌ－、ＣｌＯ２

－、ＨＯ２
－、およびＯ２

－など）もま
た、水和電子として、気体／液体界面を好む。水性ラジカルもまた、このような界面に存
在することを好む。このため、陰極液（すなわち、陰極チャンバ５６内を流れる水）中に
存在するナノバブルは負に帯電しているが、陽極液（すなわち陽極チャンバ５４内を流れ
る水）中に存在するものはほとんど電荷を保たない（過剰なカチオンが自然な負の電荷を
相殺する）と考えられている。したがって、陰極液ナノバブルは、陽極液との混合に際し
てもその電荷を失いそうもない。
【００７８】
　また、気体分子は、陰極上の過剰な電位のため、ナノバブル内で帯電してもよく（Ｏ２
－など）、それによってナノバブルの全体的な電荷を増加させる。帯電したナノバブルの
気体／液体界面における表面張力は、帯電していないナノバブルと比較して低減される可
能性があり、そしてそれらのサイズは安定する。表面張力が表面を最小化するのでこれは
質的に高く評価され得るが、これに対して帯電した表面は、類似の電荷の間の斥力を最小
化するために膨張する傾向がある。電気分解に必要とされるものに対する過剰な電力損失
のため、電極表面における上昇温度もまた、局所的な気体可溶性を低下させることによっ
て、ナノバブル形成を増加させる。
【００７９】
　類似電荷の間の反発力がその間の距離の２乗に逆比例して増加するため、泡径が減少す
るにつれて外向きの圧力が増加する。電荷の効果は表面張力の効果を減少させることであ
り、そして表面張力は表面を縮小させる傾向があり、その一方で表面電荷はこれを膨張さ
せる傾向がある。このため、これらの対抗する力が等しいときに、平衡が達成される。た
とえば、気泡（半径ｒ）の内面上の表面電荷密度をΦ（ｅ－／平方メートル）とすると、
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外向きの圧力（「Ｐｏｕｔ」）は、以下のナヴィエストークス方程式を解くことによって
求められる：
【数１】

ここで、「Ｄ」は気泡の比誘電率（１と仮定）、「ε０」は真空の誘電率（すなわち８．
８５４ｐＦ／メートル）である。気体の表面張力による内向きの圧力（「２Ｐｉｎ」）は
：

【数２】

ここで、「ｇ」は表面張力（２５℃で０．０７１９８ジュール／平方メートル）である。
したがって、これらの圧力が等しい場合、気泡の半径は：

【数３】

【００８０】
　したがって、５ナノメートル、１０ナノメートル、２０ナノメートル、５０ナノメート
ル、および１００ナノメートルのナノバブル径では、ゼロ超過内圧における計算された電
荷密度は、たとえばそれぞれ０．２０、０．１４、０．１０、０．０６、および０．０４
ｅ－／平方ナノメートルの泡表面積である。このような電荷密度は、電解セル（たとえば
電解セル１８）の使用によって容易に達成可能である。泡上の総電荷が２／３乗まで増加
するにつれて、ナノバブル半径は増加する。平衡状態にあるこれらの状況下で、ナノバブ
ル表面における液体の有効表面張力はゼロであり、そして泡の中の帯電ガスの存在は、安
定したナノバブルのサイズを増加させる。泡サイズのさらなる減少は、内圧の減少を大気
圧未満まで下げるため、示されていない。
【００８１】
　電解セル（たとえば電解セル１８）の内部の様々な状況において、ナノバブルは、表面
電荷によってさらに小さい泡に分割してもよい。たとえば、半径「ｒ」および総電荷「ｑ
」の泡が容積および電荷を共有する２つの泡（半径ｒ１／２＝ｒ／２１／３、および電荷
ｑ１／２＝ｑ／２）に分割すると仮定し、泡の間のクーロン相互作用を無視すると、表面
張力（ΔＥＳＴ）および表面電荷（ΔＥｑ）によるエネルギーの変化の計算は、以下のよ
うになる：
【数４】

【００８２】
　ΔＥＳＴ＋ΔＥｑが負のときに起こるように全体的なエネルギー変化が負である場合、
泡は準安定性であり、これによって以下が得られる：
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【数５】

これによって半径および電荷密度（Φ）の間の関係が与えられる：

【数６】

【００８３】
　したがって、５ナノメートル、１０ナノメートル、２０ナノメートル、５０ナノメート
ル、および１００ナノメートルのナノバブル径では、計算された泡の電荷密度はそれぞれ
０．１２、０．０８、０．０６、０．０４、および０．０３ｅ－／平方ナノメートル泡表
面積に分かれる。同じ表面電荷密度では、泡径は通常、泡を２つに分割するためよりも、
見かけの表面張力をゼロに減少するための方が３倍大きい。このため、ナノバブルは一般
的に、さらなるエネルギー入力がない限り、分割しない。
【００８４】
　上記で論じられた気相ナノバブルは、たとえば汚れ粒子を引きつけるようになっており
、それによってそれらのイオン電荷を移動させる。ナノバブルは一般的な汚れ粒子によく
見られる疎水性表面に密着し、これが好ましい負の自由エネルギー変化との高エネルギー
水／疎水性表面界面から水分子を放出する。また、ナノバブルは、疎水性表面と接触する
と広がって平坦化し、それによってナノバブルの曲率を低下して、結果的に表面張力によ
って生じる内圧が低下する。これは、さらなる好ましい自由エネルギー放出を提供する。
帯電および被覆された汚れ粒子はその後、類似の電荷の間の斥力によって互いにより容易
に分離され、そして汚れ粒子はコロイド粒子として溶液に侵入する。
【００８５】
　さらに、粒子の表面上のナノバブルの存在は、ミクロンサイズの気相泡による粒子の捕
獲を増加させるが、これは電気化学的活性化工程の間にも発生してもよい。表面ナノバブ
ルの存在はまた、この作用によって捕獲される汚れ粒子のサイズを減少させる。このよう
な捕獲は、床表面からの汚れ粒子の除去に役立ち、そして再付着を防止する。また、気相
ナノバブルによって達成される大きな気体／液体表面の面積対容積比のため、この界面に
位置する水分子は、水の高い表面張力によって認識されるように、より少ない水素結合に
よって保持されている。別の水分子との水素結合のこの減少により、この界面水は、通常
の水よりも活性化され、そして別の分子とより迅速に水素結合し、それによってより速い
水和を呈する。
【００８６】
　たとえば、１００％の効率で、１アンペアの電流は、１秒あたり０．５／９６，４８５
．３モルの水素（Ｈ２）を生成するのに十分であり、これは１秒あたり５．１８マイクロ
モルの水素と同等であり、同様に、０℃の温度および１気圧の圧力で１秒あたり５．１８
×２２．４２９マイクロリットルの気相水素と同等である。これはまた、２０℃の温度お
よび１気圧の圧力で１秒あたり１２５マイクロリットルの気相水素とも同等である。大気
中の水素の分圧は事実上ゼロなので、電解溶液中の水素の平衡溶解度もまた事実上ゼロで
あり、そして水素は気孔（たとえばマクロバブル、マイクロバブル、および／またはナノ
バブル）の中に保持される。
【００８７】
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　電解溶液の流量を１分あたり０．１２ＵＳガロンとすると、毎秒７．５７１ミリリット
ルの水が電解セルを流れる。したがって、２０℃の温度および１気圧の圧力で１リットル
あたりの電解溶液に含有される泡の中には０．１２５／７．５７１リットルの気相水素が
存在する。これは、液体表面から逃れるいずれの気相水素および溶液を過飽和させるため
に溶解するいずれの気相水素もない溶液１リットルあたり０．０１６５リットルの気相水
素と同等である。
【００８８】
　１０ナノメートル径のナノバブルの容積は５．２４×１０－２２リットルであり、これ
は疎水性表面との結合において、約１．２５×１０－１６平方メートルを覆う。このため
、溶液１リットル毎に約４０００平方メートルの複合表面被覆電位を有する、最大約３×
１０－１９個の泡（２０℃および１気圧で）が存在することになる。たとえば１分子の厚
さしかない表面層を仮定すると、これは５０ミリモルを超える活性表面水分子の濃度を提
供する。この濃度は例示的な最大量を表すが、たとえナノバブルがより大きい容量および
より大きい内圧を有していても、表面被覆の電位は大きいままである。さらに、小さい割
合の汚れ粒子面積のみが、ナノバブルに洗浄効果を持たせるためにナノバブルによって被
覆される必要がある。
【００８９】
　したがって、電気化学的活性化工程において生成された気相ナノバブルは、このように
電荷を移動させる汚れ粒子に付着するために有益である。結果的に発生する帯電および被
覆された汚れ粒子は、類似電荷の間の斥力により、互いにより容易に分離される。これら
は溶液に侵入して、コロイド浮遊液を形成する。さらに、気体／水界面の電荷は表面張力
に対向し、それによってその効果および結果的な接触角度を減少させる。また、汚れ粒子
のナノバブル被覆は、導入される、より大きい浮遊気相マクロバブルおよびマイクロバブ
ルの捕獲を促進する。これに加えて、ナノバブルの広い表面積は、適切な分子のより迅速
な水和が可能な、大量の、より反応性の高い水を提供する。
【００９０】
４．管状電極の実施例
　上述のように、図１に示される電解セル１８は、図２および３に示されるもののような
、いずれかの適切な形状または構成を有することができる。電極自体が、平面、同軸板、
円筒形ロッド、またはそれらの組合せなど、いずれかの適切な形状を有することができる
。
【００９１】
　図５は、説明的な例による管状形状を有する電解セル２００の一実施例を示す。たとえ
ば、セル２００は、「Ａｃｔｉｖｅｉｏｎ（商標）Ｐｒｏ」の名前で、本願の譲受人の実
施権者であるミネソタ州セントジョセフのＡｃｔｉｖｅＩｏｎ　Ｃｌｅａｎｉｎｇ　Ｓｏ
ｌｕｔｉｏｎｓ，ＬＬＣより販売され、入手可能な、手持ち式スプレイボトルに収容され
た電解セルを含むことができる。
【００９２】
　電解セル２００は、たとえば、本明細書に開示された実施形態のいずれにおいて使用さ
れることも可能である。セル２００の半径方向断面は、図５に示されるような円形、ある
いは１つ以上の曲線縁を有する曲線形状および／または長方形などのその他の形状など、
いずれの形状を有することもできる。具体的な例は、楕円形、長方形などの多角形、など
を含む。
【００９３】
　セル２００の部分は、説明目的のために切り取られている。この実施例において、セル
２００は、管状筐体２０２、管状外部電極２０４、および管状内部電極２０６を有する電
解セルであり、管状内部電極２０６は、０．０４０インチなどの適切な間隙によって外部
電極から分離されている。０．０２０インチから０．０８０インチの範囲の間隙など、た
だしこれらに限定されない、その他の間隙サイズも使用されることが可能である。内部ま
たは外部電極のいずれも、印加される電圧の相対的な極性に応じて、陽極／陰極として機
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能することができる。
【００９４】
　イオン選択膜２０８は、外部および内部電極２０４および２０６の間に位置している。
一実施例において、外部電極２０４および内部電極２０６は、開口を備える導電性ポリマ
構造を有する。しかしながら、１つまたは両方の電極は、別の実施例において一体構造を
有することができる。
【００９５】
　電極２０４および２０６は、たとえば導電性ポリマ、チタンおよび／または白金などの
貴金属で被覆されたチタン、またはいずれかのその他の適切な電極材料など、いずれかの
適切な材料から作られることが可能である。また、たとえば、複数のセル２００が互いに
直列または並列に結合されることが可能である。
【００９６】
　特定の実施例において、陽極または陰極電極のうちの少なくとも１つは、格子状の一定
の大きさの長方形の開口部を備える金属メッシュで形成されている。特定の実施例におい
て、メッシュは、１平方インチあたり２０×２０の格子開口部の格子パターンを有する、
直径０．０２３インチのＴ３１６（またはたとえば３０４）ステンレス鋼で形成されてい
る。しかしながら、別の実施例において、その他の寸法、配置、および材料も使用され得
る。
【００９７】
　イオン選択膜２０８は、外部および内部電極２０４および２０６の間に位置する。特定
の実施例において、イオン選択膜は、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　
ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙの「ＮＡＦＩＯＮ」を含み、これは２．５５インチ×２．５５イ
ンチに切断され、その後内部管状電極２０６の周りに巻き付けられて、たとえば３Ｍ　Ｃ
ｏｍｐａｎｙの＃１３５７接着剤などの接触接着剤を用いてのりしろに固定される。繰り
返しになるが、別の実施例において、その他の寸法および材料も使用され得る。適切な膜
のその他の例は、本明細書に記載された別の膜、および、たとえば、ＣＭＩ－７０００Ｓ
カチオン交換膜およびＡＭＩ－７００１Ｓアニオン交換膜など、ニュージャージー州グレ
ンロックのＭｅｍｂｒａｎｅｓ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．より入手可能な
ものを含む。
【００９８】
　この実施例において、管状電極２０６の内部の容積空間の少なくとも一部は、筐体２０
２の縦軸に沿った方向への、電極２０４および２０６ならびにイオン選択膜２０８に沿っ
た、およびその間の、液体の流れを促進するために、硬質の内部コア２０９によって遮断
されている。この液体の流れは、導電性であり、そして２つの電極の間に電気回路を完成
させる。電解セル２００は、いずれかの適切な寸法を有することができる。一実施例にお
いて、セル２００は、約４インチ長の長さおよび約３／４インチの外径を有することがで
きる。長さおよび直径は、処理時間、および液体の単位容積あたりで発生する、たとえば
ナノバブルおよび／またはマイクロバブルなどの泡の量を制御するように、選択されるこ
とが可能である。
【００９９】
　セル２００は、セルの一端または両端に、適切な継ぎ手を含むことができる。プラスチ
ック製クイック接続継ぎ手を通じてなど、いずれの取り付け方法も使用可能である。たと
えば、１つの継ぎ手は、図１に示される吐出管２０に接続するように構成され得る。別の
継ぎ手は、たとえば注入口フィルタ１６または注入管に接続するように構成され得る。別
の実施例において、セル２００の一端は、図１のリザーバ１２から液体を直接引き込むた
めに、開放されたままである。
【０１００】
　図５に示される実施例において、セル２００は、陽極チャンバ（電極２０４または２０
６のいずれか１つとイオン選択膜２０８との間）内で陽極液ＥＡ液体を、陰極チャンバ（
電極２０４または２０６のもう一方とイオン選択膜２０８との間）内で陰極液ＥＡ液体を



(21) JP 2012-512007 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

、生成する。陽極液および陰極液ＥＡ液体流路は、陽極液および陰極液ＥＡ液体が管２０
に侵入する際に、セル２００の吐出口で接続する（図１の実施例において）。その結果、
スプレイボトル１０が、配合された陽極液および陰極液ＥＡ液体を、ノズル１４を通じて
分配する。
【０１０１】
　一実施例において、管２０および２２の直径は、ポンプ２４および電解セル１８（たと
えば図５に示されるセル２００）が電圧印加されると管２０および２２が電気化学的に活
性化された液体を迅速に呼び込むように、小さく維持される。管およびポンプに収容され
ているいずれの不活性液体も、小さい容積に保たれる。このため、スイッチ２８の作動に
応えて制御エレクトロニクス３０がポンプおよび電解セルを始動する実施形態において、
スプレイボトル１０は、「オンデマンド」形式でノズル１４において配合ＥＡ液体を生成
し、陽極液および陰極液ＥＡ液体を保存する中間ステップを経ずに、組み合わせられた陽
極液および陰極液ＥＡ液体の実質的に全てを（管２０、２２、およびポンプ２４内に保持
されるものを除く）、ボトルから分配する。スイッチ２８が作動していないとき、ポンプ
２４は「オフ」状態にあり、そして電解セル１８には電圧が印加されていない。スイッチ
２８が作動して閉鎖状態になると、制御エレクトロニクス３０は、ポンプ２４を「オン」
状態に切り替え、そして電解セル１８に電圧を印加する。「オン」状態において、ポンプ
２４は、リザーバ１２からセル１８を通じてノズル１４を出るように水をポンプ移送する
。
【０１０２】
　その他の作動順序、構成、および配置も使用され得る。たとえば、制御回路３０は、分
配前に給水をより電気化学的に活性化できるようにするために、ポンプ２４に電圧印加す
る前に、所定時間にわたって電解セル１８に電圧印加するように構成されることが可能で
ある。
【０１０３】
　セル１８からノズル１４までの移動時間は、非常に短くすることができる。一実施例に
おいて、スプレイボトル１０は、たとえば電解セル１８によって陽極液および陰極液が生
成され始める非常に短い時間内に、配合された陽極液および陰極液を分配する。たとえば
、配合液は、陽極液および陰極液が生成される時間の５秒以内、３秒以内、および１秒以
内などの時間内に、分配されることが可能である。
【０１０４】
　望ましければ、管状電解セル２００の１つ以上の具体的な非限定例のさらなる構造は、
２００９年６月１９日出願の、Ｆｉｅｌｄらによる米国特許出願番号第１２／４８８，３
６０号明細書に提示および記載されている。これらの構造は、本明細書に開示されるいず
れの実施形態、およびその変形例においても、使用可能である。
【０１０５】
５．電解吐出の消毒特性を強化する追加高圧電極の実施例
　電解セルによって生成された電解液は強化された洗浄特性を有する可能性があるが、セ
ルによって生成される陽極液、陰極液、および／または陽極液／陰極液の組合せの消毒特
性をさらに強化することが、望ましいだろう。
【０１０６】
　たとえば、電解セルに印加される電圧の特性およびセルに供給される液体（たとえば水
道水）の特性によっては、セルによって生成される液体の化学的特性は、一貫した消毒特
性を生じるのに十分ではない可能性がある。電気分解工程は一定量の次亜塩素酸を生成し
、これは消毒特性を有することができるが、一般的な電気分解工程は、液体を通じての電
荷移動をもたらすために「塩添加」に依存し、そして水道水には一貫性のない「塩」が存
在し得る。これは、予測不可能な次亜塩素酸の濃度および予測不可能な消毒特性をもたら
す可能性がある。
【０１０７】
　本開示の１つ以上の実施形態において、電解セルの電極は、たとえば液体中に小さな電
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荷を生じることが、見出された。電解セルから吐出スプレイによって処理されている表面
または容積までの液体路が、たとえば接地と比較して、導電性になり得ることも、見出さ
れた。１つ以上のセル電極および接地の間の電位は、液体によって接触される表面上また
は容積中の微生物の消毒を強化する。
【０１０８】
　電位は、たとえば液体および／または液体／気体混合物を通じて微生物に印加され、そ
して、微生物の細胞にわたって印加される結果的な電場が十分な大きさであれば、電場は
、以下により詳細に論じられるように、エレクトロポレーションおよび／または電気水圧
衝撃などの機構を通じて、微生物に不可逆的損傷または破壊を生じさせることができる。
【０１０９】
　本開示の説明的実施形態において、図１に示される手持ち式装置によって分配される液
体を通じて移送される電荷は、液体吐出スプレイおよび／またはストリームに電位を付与
、印加、誘発、もしくは引き起こすために、個別の電気伝導体、リード、またはその他の
電気および／または電磁部品、たとえば高圧（相対的な意味で）電極３５などの電極など
によって、さらに強化されることが可能である。図１に示される実施例において、電極３
５は、たとえば電解セル１８によって発生する電位と比較して、接地に対して個別のより
大きい電位を発生させるために、液体路内に位置している。やはり図１に示される実施例
において、電極３５は管２２に沿って位置している。しかしながら、電極３５は、たとえ
ば手持ち式装置によって分配された液体を帯電または追加帯電させるために電荷を誘導す
るために、リザーバ１２からノズル１４まで（またはスプレイボトル１０の外部にまでも
）の液体流路に沿ったいずれかの位置、またはその他の適切な位置に、配置されることが
可能である。
【０１１０】
　一実施例において、電極３５は、電極の一部が管２２を流れる液体と物理的に接触する
ように、管２２の側壁を通じて挿入される、導電性スパイクまたは「とげ」によって形成
される。別の実施例において、管２２は、少なくとも部分的に、金属および／または導電
性ポリマなどの導電性材料で作られている。たとえば、管２２は、制御エレクトロニクス
３０から延在する電気リードに電気的に接続される、銅製部分を含むことができる。例示
的実施例において、追加電極３５は電解セルから分離して外側にあり、そして対応するリ
ターン電極（たとえば、逆の極性の電極および／またはエレクトロポレーション電極のた
めの回路接地を代表する電極）を有していない。別の実施形態における別の配置が利用さ
れてもよいことは、理解されるだろう。
【０１１１】
　制御エレクトロニクス３０上の電源は、ＡＣおよび／またはＤＣ電圧（正の電圧など）
を、リード３５およびひいては管２２の中の液体に移送するように構成されることが可能
である。管２２は、リード３５から管の中で移送されている液体に電気を誘導し、こうし
てノズル１４に侵入する液体に電位および／または追加電位を印加するように、構成され
ている。この追加電位は、たとえば、微生物に与えられるエレクトロポレーション／電気
水圧衝撃を増加させることができる。
【０１１２】
　代替実施形態において、様々な電圧および電圧パターンが使用され得る。接地は、電極
３５によって形成される電気回路、ノズル１４によって移送される液体ストリーム、およ
びストリームが適用される表面または容積を完成させるのに役立つ。
【０１１３】
　たとえばリザーバ１２からノズル１４の吐出（またはボトル１０の外側）まで、ボトル
１０の流路に沿ったいずれの箇所にも、追加電圧（および／または電流）が印加され得る
。たとえば、ノズル１４が少なくとも部分的に導電性であれば、リード３５はノズル１４
と結合されることが可能である。別の実施例において、リード３５は、流路に沿ったいず
れかの箇所で液体と接触するプローブチップと、電気的に結合される。別の実施例におい
て、リード３５は、導電性である場合に、ポンプを通過する液体に電荷を移送する、ポン
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プ２４の筐体と電気的に結合される。さらに別の実施例において、リード３５は、電解セ
ル１８内に収容されている液体に追加電荷を移送することができる。さらに別の実施例に
おいて、電解セル１８はボトルから排除され、ここでノズル１４から噴霧される液体は、
電気化学的に活性化されないが、しかしエレクトロポレーション／電気水圧衝撃を引き起
こすリード３５などの導体の結果として、まだ電荷を担持することができる。
【０１１４】
５．１　高圧エレクトロポレーション電極の実施例
　図６は、本開示の例示的実施形態による、高圧エレクトロポレーション電極３５の分解
図である。電極３５は、アダプタ２４０、ワッシャ２４２、端子２４４、およびナット２
４６を含む。アダプタ２４０は、たとえば管２２（図１に示す）の２つの部分の間を接続
するための、オスコネクタ（たとえば、とげ）を備える２つの対向する末端を有する。ア
ダプタ２４０は、装置の液体流路に沿って、一端からもう一端まで液体を通過させるため
の内腔を有する。アダプタ２４０は、銅、真ちゅう、および／または銀のような導電性材
料など、いずれかの適切な材料で形成されることが可能である。特定の実施形態において
、アダプタ２４０の少なくとも一部は、銀で形成または被覆される。たとえば、アダプタ
２４０は真ちゅうで形成されることが可能であり、ここで液体と接触する表面の少なくと
も一部は、銀で被覆される。たとえば、内径および外径表面が、銀で被覆される。
【０１１５】
　ナット２４６はアダプタ２４０の一端にネジ留めされ、それによって端子２４４および
ワッシャ２４４をアダプタと電気的にきつく接触した状態に保持する。端子を制御エレク
トロニクス３０（図１に示す）と電気的に接続するため、電気リード（図示せず）が端子
２４４に取り付けられることが可能である。アダプタ２４０は導電性なので、端子２４４
を通じてアダプタ２４０に印加される電位は、噴霧される表面に対して、アダプタ内を流
れる液体に印加される。
【０１１６】
　別の実施形態において、電極３５は導電性スパイクによって形成され、これは、スパイ
クが管を流れる液体と電気的に接触するように、管２２の側壁を通じて延在する。その他
の構成が使用されることも可能である。
【０１１７】
　さらに別の実施形態において、電極は、導電性ノズルによって形成されることが可能で
ある。たとえば、図１のノズル１４または図１０Ａのノズル５０８は、銀メッキされた真
ちゅうなど、ただしこれに限定されない、少なくとも部分的に導電性の材料で形成される
ことが可能である。
【０１１８】
　銀メッキもまた、消毒作用を強化する。銀は、流路に沿って流れる液体との良好な導電
性を提供するだろう。電位が電極３５に印加され、電流が液体吐出スプレイを通じて電極
３５から表面に流れるとき、銀イオンが電極から液体の流れに移動することも、可能であ
る。銀イオンは、いくつかの細菌、ウイルス、藻類、および菌類に対する毒性を有するこ
とが知られている。したがって、銀電極の使用は、分配液および／または液体／気体混合
物の消毒特性をさらに強化することができる。
【０１１９】
５．２　エレクトロポレーション機構の実施例
　以下の議論は、実施例としてのみ提供され、そして本開示、本明細書に記載される実施
例の動作、および／またはここに添付されるいずれかの発行された請求項の範囲を限定す
るように意図するものではない。
【０１２０】
　図７Ａは、スプレイノズル１４からのスプレイ吐出２５０を示す図であり、ここでそれ
ぞれの液滴は、ノズルから処理されている表面まで、異なる経路、たとえば「ａ」および
「ｂ」を通る。表面２５２は、接地などのグラウンド２５４までの導電路を有しても有さ
なくてもよい。
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【０１２１】
　図７Ｂは、図１に示されるスプレイボトル１０からの吐出スプレイ２５０を用いて噴霧
表面２５２（図７Ａ）によって実現されるエレクトロポレーション機構の実施例を示す図
である。表面３５上に分配された吐出スプレイ２５０は、導電性浮遊媒体を形成すること
が見出された。図７Ｂは、吐出スプレイ２５０からの分配液によって表面２５２から浮遊
される微生物の細胞膜２５６に印加される、結果的な電場「Ｅ」を示す。吐出スプレイ２
５０および表面２５２上に分配された液体はともに、たとえば電極３５から表面２５２ま
での導電経路を形成する。電極３５から電解水スプレイへの印加交流電位の追加は、吐出
スプレイ２５０に、非常に強化された消毒作用を与えるようである。この現象は、不可逆
的エレクトロポレーションと関連がある。特定の実施形態において、交流電位は、異なる
有機体にとって様々な効果を有する６００Ｖ、２８ｋＨｚにおいて、特に効果的なようで
ある。しかしながら、別の実施形態において、その他の電圧および周波数が使用され得る
。
【０１２２】
　細胞死をもたらすエレクトロポレーションは、少なくとも０．５Ｖの膜内外電位差によ
って実現可能であることが知られている（たとえば、膜厚がおおむね～３ｎｍである場合
）。構成によっては、このような電位は、約１０ｋＶ／ｃｍ以上のパルスを必要とする可
能性がある。たとえば、細胞毒素の存在下で、または正常に可逆的に形成された孔の再封
止を防止するための追加機構の利用可能性がある場合、より低い電位が有効である可能性
がある。エレクトロポレーションは一般的に低電位で「可逆的」なツールとして使用され
るが、これらの条件下でも小さい割合の細胞しか回復されない場合が多いと認識されてい
ることに留意されたい。
【０１２３】
　細胞は、多くの膜を失った状態でも比較的長期間生存することができると知られている
ので、細胞膜における穴の形成は、それだけでは細胞死を引き起こすには不十分である。
【０１２４】
　セルに出入りする物質の電気泳動および電気浸透（毛細管電気泳動）運動によって生じ
る可能性のある、細胞の代謝状態の乱れによって、細胞死が訪れる。拡散自体は一般的に
非常に遅い。電気泳動および電気浸透を実現するために、図７Ｃに示されるように、表面
内で十分な電力が散逸される必要がある。
【０１２５】
　異なる微生物は、異なる総表面電荷および電荷分布を有し、そのため細胞死については
相互に異なった反応をする。これらは、場の振動においても異なる振る舞いをし、そして
最大吸収で異なる共振周波数を有する（したがって水溶液に対する最大運動でもそうであ
り、それらの代謝に対して最大の混乱を引き起こす）。出入り運動は、主に電位勾配に依
存する。システムが共振していると、効果が増大する。
【０１２６】
　細胞に移送される電位勾配および噴霧表面に散逸される電力を考慮すると、特定の実施
例において、スプレイ装置は、部分的には真のエアロゾル（～１μ液滴）であるが大部分
は１０μよりはるかに大きい液滴サイズのミストであってもよい、微細スプレイを移送す
る。液滴サイズおよび速度プロファイルは、実施形態によって異なってもよい。
【０１２７】
　ノズルを出る液体の速度は、噴霧される液体の量を排出オリフィスの面積で割って単純
に計算される。しかしながら、液滴速度のその後の減少は、液滴サイズに依存する（質量
対表面積の比率）。１０μおよび５０μの液滴の最終速度は、それぞれ約１０－３ｍ／ｓ
および１０－１ｍ／ｓしかない。
【０１２８】
　噴霧された水滴は、異なる速さで降下し、そして高速交流電位（たとえば２８ｋＨｚ）
に関しては、時間差が重要になる。たとえば、図７Ａにおいて、経路（ｂ）は、たとえば
約１ｃｍだけ、経路（ａ）よりも長くなる。降下速度（液滴サイズ、流量、およびノズル
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形に依存する）は、着地する液滴の間の時間差を決定するが、しかしこれは３６μｓの電
位サイクル時間の数倍以上になりそうである。
【０１２９】
　電位が降下時間によって決定される場合、噴霧電場の周辺に向かってより大きい電場勾
配を有する二次元表面内に、著しい電位勾配が存在することになる。中心からちょうど１
ｃｍ出た液滴は、１０ｍ／ｓで移動していても、まだあと約０．０３ｃｍ移動するが、こ
れは電位の１サイクルに等しい。これらの電位勾配は、液滴が噴霧器電極と効果的に連続
接触していない場合に存在する可能性がある。液滴が異なる経路（および結果的な降下時
間）を取るにもかかわらず、全てのスプレイが表面との衝突時に同じ電位を有する場合、
電位勾配はそのような表面内ではなく、表面と「アース」との間にあり、これらは表面が
「アース」されていない場合には電気多孔性を生じるのに十分ではない可能性がある。
【０１３０】
　開孔を有する細胞は、侵入に対するバリアを有していないので、水溶液中の細胞毒素の
影響をはるかに受けやすい。交流電位とともに移送される潜在的な細胞毒素は、過酸化物
、酸化塩素、ならびに超酸化物、オゾンおよび一重項酸素、および第二銅イオンおよび／
または銀イオンなどの重金属イオンなど、その他の酸化還元剤である。
【０１３１】
　帯電したナノバブルは、電場内を移動し、そして表面から物質を捕獲することができる
ようになる。これらは表面活性なので、孔の再封止をさらに妨害し、たとえば図７Ｃに示
されるように、細胞毒性表面活性分子を孔部位に優先的に移送してもよい。
【０１３２】
　上記を鑑みて、たとえば図１に示されるスプレイボトル１０によって生成された電解水
は、小さな帯電した泡の生成のため、洗浄剤として機能する。これらは自身を汚れ粒子／
微生物に付着させ、そうしてその電荷を移動させる。帯電および被覆された粒子は、これ
らの類似電荷の間の斥力によって相互に分離し、そして浮遊液として溶液に侵入する。小
さな泡による汚れの被覆は、洗浄中に導入されるより大きい浮遊泡によるその捕獲を促進
し、こうして洗浄工程に役立つ。同時に、微生物は、追加電極３５によって発生する電位
によって電気穿孔および殺滅または除去されて、たとえば表面上の微生物の数を減少させ
る。
【０１３３】
　このため、消毒能力特性を強化するためには、たとえば水性流体を通じてグラウンド（
接地など）に高圧を放電（相対的な意味で）することによって、より一貫した効果的な微
生物作用の破壊を実現するために、エレクトロポレーションが使用され得る。
【０１３４】
　電解セルによって生成される電気化学的に活性化された液体とエレクトロポレーション
によって印加された電場との組合せが相乗効果を有することも、見出された。電気化学的
に活性化された液体において生成された帯電したナノバブルが電場内を移動すると、これ
らが微生物を捕獲して、これらを表面から分離すると考えられている。表面上の液体の中
に浮遊されるように、微生物を表面から分離することによって、エレクトロポレーション
電極によって表面に沿って発生した電場は、微生物細胞全体に、より容易に印加される。
これに対して、微生物が表面と接触している場合、電場は表面グラウンド内により容易に
放出され、そして有機体細胞の不可逆的エレクトロポレーションの形成においてより効果
的ではなくなるだろう。細胞が浮遊された状態で、印加された交流電場は前後に振動して
、細胞に損傷を生じさせる。
【０１３５】
　代替実施形態において、微生物浮遊液は、電解セルによって生成された電気化学的に活
性化された液体以外の機構を通じて実現される。たとえば、微生物は、洗剤および／また
は機械的作用または組合せを使用して、浮遊されることが可能である。その他の浮遊機構
の具体例は、たとえば、分配液のＯＲＰを変化させるいずれかの機構（正のＯＲＰ、負の
ＯＲＰ、または両方の組合せを有する分配液を生成する）を含む。たとえば、通常の水道
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水は、洗浄効果を強化した、負のＯＲＰ（－５０ミリボルトから－６００ミリボルトなど
、ただしこれらに限定されない）を有するように変更されてもよいことが見出された。こ
れらの強化された洗浄効果は、たとえば、分配液内の表面より上で微生物を浮遊させるの
に役立つことができる。本明細書に記載されるように、電解セルを通じて負（および／ま
たは正）のＯＲＰが実現可能であるが、これは界面活性剤（および／または界面活性剤を
担持する洗剤）の使用によって、および／または分配された液体に、液体のＯＲＰを変化
させる、フィルタまたはゼオライトなどの物質を含有するその他の機構を通過させること
によってなど、その他の機構によっても実現可能である。
【０１３６】
　本明細書により詳細に記載されるように、ゼオライトは、そのタイプによっては、イオ
ン交換によって通常の水道水などの液体に負のＯＲＰ（および／または正のＯＲＰ）を付
与することができる。このため、本明細書に開示される実施形態のうちの１つ以上におい
て、電解セルは、たとえばゼオライトフィルタに置き換えられ、あるいはフィルタが電解
セルと組み合わせて使用される。このようなフィルタは、たとえば液体の流れに沿ってお
よび／または源液容器内のどこにでも位置することができる。樹脂またはその他のマトリ
クスなど、イオン交換に適したその他の材料または機構が、変更されたＯＲＰを付与する
その能力に応じて、別の実施形態において利用されてもよい。
【０１３７】
　エレクトロポレーション電極は、電解セルを使用してもしなくても、微生物を不活性化
するために分配液内で化学物質を使用する化学システムなど、その他の湿式洗浄技術と組
み合わせて（本明細書に開示される様々な実施形態においてなど）使用されてもよい。こ
れらの化学湿式洗浄技術は、たとえば多孔質表面など、ある表面上で、より長い滞在時間
およびひいてはより大きい消毒効果を提供する可能性がある。
【０１３８】
５．３　手持ち式スプレイボトルによるエレクトロポレーションの実施例
　図８に示される実施形態において、本開示の態様は、手持ち式スプレイ装置３００によ
って担持される電解セルによって発生する霧状スプレイなどの帯電媒体において、微生物
に電位または電気化学圧力を印加することによって、微生物を不活性化または破壊するた
めの工程に関する。しかしながら、スプレイボトル３００は、本明細書に記載される電解
セルおよび高圧エレクトロポレーション電極を有するいずれかのその他の装置またはシス
テムに置き換えられることが可能である。
【０１３９】
　図８に示されるように、手持ち式スプレイボトル３００のスプレイノズルは、帯電した
吐出スプレイ３０２として電気化学的に活性化された液体を分配するが、これはスプレイ
の電気的に結合された流路を形成する。吐出スプレイ３０２が表面３０４に接触すると、
スプレイ３０２の電気的流路は、表面と電気的に結合し、こうしてセル電極および高圧エ
レクトロポレーション電極から表面までの導電経路を完成させる。この経路は、表面上に
存在する微生物まで電荷が移送されるのを可能にする。
【０１４０】
　さらに、表面が吐出スプレイによって担持される液体で濡れると、吐出スプレイおよび
吐出スプレイによる直接接触から離れている表面上の様々な領域の間に液体の導電経路が
存在する限り、電荷は湿潤表面全体におよびこれに沿って伝導することが見出された。表
面が、直接接触の領域と、測定が行われる遠隔領域との間の液体の連続的な経路を有する
場合、吐出スプレイによる直接接触から離れた領域において電荷が測定され得ることも、
見出された。
【０１４１】
　たとえば、図９は、部分的に湿った表面３０４の平面図を示す。スプレイ３０２が表面
３０４に接触すると、スプレイ３０２によって担持される液体が導電経路３０６を形成す
るが、これは、吐出スプレイから、この吐出スプレイと直接接触していない遠隔領域３０
８まで、電荷を運搬する。この導電経路は、吐出スプレイが表面に沿って前進する際に、



(27) JP 2012-512007 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

表面の様々な領域が電荷によって処理される時間の長さを増加させるのに役立つことがで
きる。
【０１４２】
　本開示の一態様において、スプレイボトル３００（またはその他の液体移送装置）は、
処理されている表面上の１つ以上の微生物によって所有される細胞内および細胞外静電容
量の限界を超える移送電荷の大きさが結果的に生じるようなやりかたで、吐出液を通じて
電荷を移送するように、構成および操作される。一実施例において、装置は、装置から分
配された液体と接触している表面上の微生物のうちの１つ以上の細胞において少なくとも
０．５ボルトの膜内外電位差を実現するように、構成および操作される。
【０１４３】
６．特定のスプレイボトルの実施例
６．１　ボトル構成例
　図１０Ａは、図１に模式的に示されるスプレイボトルの商業的実施形態の特定の例を示
す。図示される特定のボトル構成および構造は、非限定的な実施例としてのみ提供される
。
【０１４４】
　望ましければ、スプレイボトル５００の１つ以上の具体的な非限定例のさらなる構造は
、２００９年６月１９日出願の、Ｆｉｅｌｄらによる米国特許出願番号第１２／４８８，
３６８号明細書に提示および記載されている。これらの構造は、本明細書に開示されるい
ずれの実施形態、およびその変形例においても、使用可能である。
【０１４５】
　商業的実施形態は、現在は手持ち式スプレイボトルの形態で入手可能であり、これは、
「Ａｃｔｉｖｅｉｏｎ（商標）Ｐｒｏ」の名前で、ミネソタ州セントジョセフのＡｃｔｉ
ｖｅＩｏｎ　Ｃｌｅａｎｉｎｇ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ，ＬＬＣより販売され、入手可能で
ある。図１０Ａ～１０Ｃに示される実施例における実施形態は、エレクトロポレーション
電極および関連する制御回路などの追加に関する変更を伴うが、先のスプレイボトルと類
似している。
【０１４６】
　図１０Ａにおいて、ボトル５００は、基体５０２を形成する筐体５０１、ネック５０４
、およびバレルまたはヘッド５０６を含む。バレル５０６の先端は、ノズル５０８および
ドリップ／スプラッシュ保護部５０９を含む。一実施例において、ノズル５０８は真ちゅ
うで形成されている。ドリップ／スプラッシュ保護部５０９は、たとえばユーティリティ
カートにボトル５００を掛けるための便利なフックの役割も果たす。筐体５０１は、ネジ
などによって一体に取り付けられた、実質的に左右対称の左手および右手側面を備える、
クラムシェル型構造を有する。基体５０２は、処理されてその後ノズル５０８を通じて分
配される液体のリザーバとして機能する、容器５１０を収容する。容器５１０は、ネック
、および容器５１０が液体で満たされるようにするために基体５０２を通じて延在するネ
ジ溝付き注入口（スクリューキャップ付き）５１２を有する。注入口５１２は、キャップ
シールを受けるためにネジ溝が刻まれている。
【０１４７】
　この実施例において、筐体全体または筐体の一部は、少なくとも半透明である。同様に
、容器５１０も、少なくとも半透明の材料で形成されている。たとえば、容器５１０は、
透明なポリエステル材料の吹き込み成型品として製造されることが可能である。以下によ
り詳細に説明されるように、筐体５０１は、複数のＬＥＤ表示灯５９４、５９６を担持す
る回路基板も含む。この実施例においては、ボトルの各コーナーに対になって配置された
、４つの赤色ＬＥＤ５９４および４つの緑色ＬＥＤ５９６（やはり透視によって示される
）がある。灯りは、容器５１０の基体壁を通して容器内に収容されるいかなる液体内にも
光を透過させるために、容器５１０の基体の下方に位置している。液体は、光の少なくと
も一部を拡散させ、照射されている液体の外観を見せる。制御エレクトロニクスによって
制御される、光の色および／またはオン／オフ変調、強度などのその他の照明特性は、ボ
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トルの機能状態の表示をユーザに与えるために、ボトルの外部から観察可能である。
【０１４８】
　たとえば、液体は、電解セルおよび／またはポンプが適切に機能していることを示すた
めに、緑色ＬＥＤが点灯され得る。このため、ユーザは、ノズル５０８から分配される被
処理液が、容器５１０に収容される源液と比較して、強化された洗浄および／または消毒
特性を有することを、確信することができる。また、まだ処理されていないとはいえ、容
器５１０内の源液の照明は、液体が「特別」であって、強化された特性を有するという印
象を与える。
【０１４９】
　同様に、電解セルおよび／またはポンプが適切に機能していない場合、制御エレクトロ
ニクスは赤色ＬＥＤを点灯し、源液を赤く見せる。これはユーザに、問題が発生していて
、分配液が強化された洗浄および／または消毒特性を有していない可能性があるという印
象を与える。
【０１５０】
　図１０Ｂは、筐体５０１の左手側５０１Ａに取り付けられた様々な部品を示す。容器５
１０はコンパートメント５３１に取り付けられ、回路基板５４０はコンパートメント５３
２に取り付けられ、電池５４２はコンパートメント５３３に取り付けられ、そしてポンプ
／セルアセンブリ５４４はコンパートメント５３４に取り付けられている。容器５１０、
ポンプ／セルアセンブリ、およびノズル５０８を接続する様々な管は、図１０Ｂには示さ
れていない。
【０１５１】
　ボトル５０１のバレル（またはヘッド）５０６の後端は、充電器（図示せず）のコード
を接続するための電源ジャック５２３を含む。ボトル５００が充電池を担持する実施例に
おいて、電池はジャック５２３を通じて再充電される。
【０１５２】
　図１０Ｃは、筐体の半分５０１Ａのバレル５０６に取り付けられたポンプ／セルアセン
ブリの部分拡大図を示す。ポンプ／セルアセンブリ５４４は、ブラケット５５４内に実装
されたポンプ５５０および電解セル５５２を含む。電解セル５５２は、容器５１０の吐出
口から延在する管（図示せず）に流体的に結合された注入口５５６、および別の管（これ
も図示せず）を通じてポンプ５５０の注入口５５５に流体的に結合された吐出口５５７を
有する。ポンプ５５０は、ノズル５０８の注入口５５８に流体的に結合された吐出口を有
する。一実施例において、電解セル５５２は、図５を参照して論じられた管状電解セル２
００に相当する。しかしながら、Ｆｉｅｌｄらによる米国特許公開番号第２００７／０１
８６３６８　Ａ１号明細書に開示されているものなど、この実施形態および本明細書に開
示される別の実施形態におけるいずれの適切な電解セルも、図８Ａ、８Ｂ、および９にお
いて開示された電解セル（たとえば機能的発生器）を含むが、これらに限定されない。Ｏ
リング５６０は、筐体５０１に、ノズル５０８の周りの封止を提供する。また、ポンプ５
５０は、セル５５２の上流または下流に位置することができる。
【０１５３】
　図６を参照して上述されたように、この実施例において、高圧エレクトロポレーション
電極３５は、セル５５２の吐出口５５７とノズル５０８の注入口５５８との間に流体的に
結合されている。電極アダプタ２４０（図６に示す）は、ノズル５０８に流れている流体
に電気的接続を提供するために、吐出口５５７および注入口５５８を接続する管の中で接
合されている。しかしながら、電極３５は、ボトル５００の流体流路に沿った別の箇所に
位置することもできる。
【０１５４】
　ボトル５００は、瞬時押しボタン式オン／オフスイッチ５７２を作動する、トリガ５７
０をさらに含む。トリガ５７０は、ユーザによって押下されると旋回軸の周りで作動する
。バネ（図１０Ｃには見えず）は、トリガ５７０を通常の解放状態に、したがってスイッ
チ５７２をオフ状態に、付勢する。スイッチ５７２は、図１０Ａに示される、回路基板５
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４０上の制御エレクトロニクスに接続するための電気リードを有する。
【０１５５】
　トリガ５７０が押下されると、スイッチ５７２が「オン」状態に作動し、それによって
制御エレクトロニクスに電力を供給し、これがポンプ５５０および電解セル５５２に電圧
を印加する。電圧が印加されると、ポンプ５５０は、容器５１０から液体を引き出し、そ
して電解セル５５２およびエレクトロポレーション電極アダプタ２４０（図６）を通じて
液体をポンプ移送して、これが組み合わせられた陽極液および陰極液ＥＡ液体をノズル５
０８に移送する。ポンプ５５０および／または電解セル５５２が適切に機能しているとき
、制御エレクトロニクスは、回路基板上またはボトル５００の中または上の別の位置に取
り付けられた緑色ＬＥＤも点灯させる。
【０１５６】
　例示的な実施例において、ノズル５０８は、エレクトロポレーション電極３５によって
印加された電場を、分配液を通じて、処理されている表面または容積空間に伝導するのに
十分な流体ストリームを、使用中に維持する。いくつかのノズルに関して、吐出ストリー
ムに沿って導電性を分断する可能性のある液体ストリームのキャビテーションを生じさせ
てもよく、このため処理されている表面に印加される電場を減少させる可能性があること
が、見出された。導電性ノズル（真ちゅう、その他の金属、および／または導電性プラス
チック）を使用することは、ノズル内で液体のある程度のキャビテーションが起こったと
しても、たとえばエレクトロポレーション電極３５からノズルを通じて、表面に移送され
る吐出スプレイまでの、妥当なまたは所望の液体路に沿った導電性経路を維持するのに役
立つだろう。適切なノズルの説明的な例は、イリノイ州ホイートン私書箱７９００のＳｐ
ｒａｙｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏ．の＃ＴＴ２７６－１／８Ｍ－２水圧噴霧ノズルで
ある。また、このノズルは、たとえば２５～４０ｐｓｉの圧力で使用される。別の実施例
において、その他のタイプのノズルおよび圧力範囲が使用可能である。
【０１５７】
　真ちゅうノズルなど、導電性ノズルを使用するときには、スプレイ吐出用の開口を有す
る、ノズル上のプラスチックキャップを使用することなどによって、たとえば誘電体を用
いて、ノズルの外面を絶縁することも、有利であろう。たとえばノズルが導電性表面また
は人間の皮膚と接触する場合、プラスチックキャップは放電を制限してもよい。
【０１５８】
６．２　制御回路の実施例
６．２．１　電解セルの駆動電圧の実施例
　図１１は、本開示の例示的態様による、電解セル５５２（図１０Ａ～１０Ｃでボトル内
に示す）の陽極および陰極に印加される電圧パターンを示す波形図である。実質的に一定
の、相対的に正の電圧が陽極に印加され、その一方で実質的に一定の、相対的に負の電圧
が、陰極に印加される。しかしながら、周期的に、各電圧は、スケール付着に反発するた
めに、短期間だけパルスがかけられて相対的に逆の極性になる。いくつかの実施例におい
ては、スケール付着が電極表面に形成されるのを制限するという要望がある。この実施例
において、時間ｔ０～ｔ１、ｔ２～ｔ３、ｔ４～ｔ５、およびｔ６～ｔ７より、相対的に
正の電圧が陽極に印加され、そして相対的に負の電圧が陰極に印加される。時間ｔ１～ｔ
２、ｔ３～ｔ４、ｔ５～ｔ６、ｔ７～ｔ８の間は、各電極に印加される電圧が反転される
。反転された電圧レベルは、反転されていない電圧レベルと同じ大きさを有することがで
き、あるいは望ましければ異なる大きさを有することもできる。
【０１５９】
　各々の短期極性切り替えの頻度は、望み通りに選択され得る。反転の頻度が増加すると
、スケーリングの量が減少する。しかし、電極は、反転のたびに少量の白金（白金被覆電
極の場合）を失う可能性がある。反転の頻度が減少すると、スケーリングが増加する可能
性がある。一実施例において、矢印３００で示される、反転の間の期間は、約１秒から約
６００秒の範囲である。この範囲外のその他の期間も、使用されることが可能である。こ
の実施例において、時間ｔ２およびｔ３の間など、通常の極性３０３の期間は、少なくと
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も９００ミリ秒である。
【０１６０】
　電圧が反転される期間もまた、望み通りに選択され得る。一実施例において、矢印３０
２で示される反転の期間は、約５０ミリ秒から約１００ミリ秒の範囲である。この範囲外
のその他の期間も、使用されることが可能である。
【０１６１】
　たとえばこれらの範囲を用いて、弁調整を必要とすることなく、各陽極チャンバは実質
的に一定の陽極液ＥＡ液体吐出を行い、各陰極チャンバは実質的に一定の陰極液ＥＡ吐出
を行う。先行技術による電気分解システムでは、スケーリングを最小限に抑えるためにま
だ極性を反転させながら、それぞれの吐出口を通じて一定の陽極液および陰極液を保持す
るために、複雑で高価な弁調整が使用される。
【０１６２】
　陽極電極の数が、たとえば３：２の割合で、陰極電極の数と異なる場合、または陽極電
極の表面積が陰極電極の表面積と異なる場合には、印加される電圧パターンは、生成され
る液体において陽極液または陰極液のいずれかの量を多く生成するために、上記の方法で
使用されることが可能である。管状電解セル５５２（図５に示されるセル２００など）を
用いて、外部円筒形電極２０４は、内部円筒形電極２０６よりも大きい直径を有し、した
がってより大きい表面積を有する。強化された洗浄特性を際だたせるために、制御回路は
たとえば、駆動電極パターンの期間の大部分において、外部電極２０４（または異なる数
の陽極および陰極を有する実施形態において数が多い方の電極）が陰極として機能し、内
部電極２０６（または異なる数の陽極および陰極を有する実施形態において数が少ない方
の電極）が陽極として機能するように、セル２００を駆動するように構成されることが可
能である。陰極は陽極よりも広い表面積（またはより多い数の電極）を有するので、セル
２００は、たとえばセルの組み合わせられた吐出口を通じて、単位時間あたり陽極液より
も多くの陰極液を生成する。
【０１６３】
　消毒が強調されるべきである場合には、外部電極２０４（または数が多い方の電極）は
相対的に正の極性となるように駆動されることが可能であり（より多くの陽極液を生成す
るため）、内部電極（または数が少ない方の電極）は相対的に負の極性となるように駆動
されることが可能である（より少ない陰極液を生成するため）。
【０１６４】
　図１１を参照すると、この実施例において、制御回路は、時間ｔ０～ｔ１、ｔ２～ｔ３
、ｔ４～ｔ５、およびｔ６～ｔ７より、陽極（電極２０６）に相対的に正の電圧を、そし
て陰極（電極２０４）には相対的に負の電圧を、印加する。時間ｔ１～ｔ２、ｔ３～ｔ４
、ｔ５～ｔ６、ｔ７～ｔ８の間は、各電極に印加される電圧は短時間だけ反転される。
【０１６５】
　電極のスケール剥離のためのこのように頻繁な短時間の極性反転は、電極のメッキによ
く使用される白金などの物質を、電極表面から脱落させる傾向も有する可能性がある。こ
のため一実施形態において、電極２０４および２０６は、金属電極または導電性プラスチ
ック電極など、無メッキ電極を含む。たとえば、電極は、無メッキ金属メッシュ電極であ
ってもよい。
【０１６６】
　例示的な実施形態において、スプレイボトル（またはその他の装置）は、図１１に示さ
れる波形（または電解セルに印加されるいずれかの別の波形）を選択的に反転させるため
に使用され得るスイッチを、さらに含むことができる。たとえば、スイッチは、陰極液よ
りも多くの陽極液を生成するためにある位置に設定されてもよく、陽極液よりも多くの陰
極液を生成するために別の位置に設定されてもよい。制御回路は、スイッチ位置を監視し
、そしてスイッチ位置に応じて電解セルに印加される電圧を調整する。
【０１６７】
　しかしながら、電解セルの電極は、セルの特定の用途に応じて、様々な異なる電圧およ
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び電流で駆動されることが可能である。
【０１６８】
　別の実施例において、電極は、所定の期間（たとえば約５秒間）１つの極性で駆動され
、その後おおむね同じ期間だけ逆の極性で駆動される。陽極液および陰極液ＥＡ液体はセ
ルの吐出口において配合されるので、この工程は、基本的に一部で陽極液ＥＡ液体、一部
で陰極液ＥＡ液体を生成する。
【０１６９】
　別の実施例において、セル電極は、パルスＤＣ電圧波形で駆動され、ここで電極に印加
される極性は反転されない。「オン／オフ」期間および印加電圧レベルは、望み通りに設
定可能である。
【０１７０】
６．２．２　電解セル用制御回路の実施例
　電解セルに印加される波形は、たとえば図１０Ｂに示される回路基板５４０上にある、
図１に示される制御回路３０によって制御される。制御回路３０は、いずれかの適切な制
御回路を含むことができ、そして、たとえばハードウェア、ソフトウェア、またはその両
方の組合せ上で、実行されることが可能である。
【０１７１】
　制御回路３０は、ポンプ２４および電解セル１８の動作に動力を供給し、これを制御す
るための電子デバイスを含有する、プリント回路基板を含む。一実施例において、制御回
路３０は、ポンプ２４および電解セル１８に結合される出力を有し、この２つの装置に供
給される電力を制御する、電源を含む。制御回路３０はまた、たとえば制御回路によって
発生する制御信号に応じて電解セル１８に印加される電圧の極性を選択的に反転させるこ
とが可能な、Ｈブリッジも含む。たとえば、制御回路３０は、５秒ごとに５０％のデュー
ティサイクルなど、所定のパターンで極性を交互に切り替えるように構成されることが可
能である。上述の別の実施例において、制御回路３０は、最初に第一極性でセルに電圧を
印加し、非常に短い期間だけ極性を周期的に反転させるように、構成されている。
【０１７２】
　手持ち式スプレイボトルとの関連において、大型電池を担持することは不便である。し
たがって、ポンプおよびセルに利用可能な電力は、ある程度限定される。一実施例におい
て、セル用の駆動電圧は、約１８ボルトから約２８ボルトの範囲である。しかし、スプレ
イボトルおよび電解セルを通る一般的な流量はかなり低いので、比較的小さい電流のみが
、セルを通過する液体を効率的に活性化させるために必要とされる。低流量では、セル内
の滞留時間は比較的長い。セルに電圧が印加されている間、液体がセル内に長く滞在する
ほど、電気化学的活性化が大きくなる（現実的な制限内で）。これにより、たとえばスプ
レイボトルは、より小容量の電池およびＤＣ－ＤＣコンバータを採用することができ、こ
れは電圧を低電流で所望の出力電圧まで段階的に上昇させる。
【０１７３】
　スプレイボトルが４つのＡＡ電池を担持する特定の実施例において、電池は、たとえば
約３ボルトから約９ボルトの範囲の出力電圧を有してもよい。たとえば、各々のＡＡ電池
は、たとえば約５００ミリアンペア時から約３アンペア時で、１．５ボルトの公称出力電
圧を有してもよい。電池が直列に接続されている場合、公称出力電圧は、約５００ミリア
ンペア時から約３アンペア時の容量で、約６Ｖになる。この電圧は、１８ボルトから２８
ボルトの範囲まで、またはたとえば１８ボルトから３８ボルトの範囲で、ＤＣ－ＤＣコン
バータを通じて段階的に上昇することができる。このため、十分な電流で所望の電圧が達
成され得る。
【０１７４】
　別の特定の実施例において、スプレイボトルは１０個のニッケル水素電池を担持し、そ
の各々が約１．２ボルトの公称出力電圧を有する。電池は直列に接続されており、そのた
め公称出力電圧は、たとえば約１８００ミリアンペア時の容量で、約１０ボルトから約１
３．８ボルトである。この電圧は、８ボルトから少なくとも２８ボルトの範囲まで、また
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はたとえば約８ボルトから約３８ボルトの範囲まで、ＤＣ－ＤＣコンバータを通じて段階
的に上昇／降下する。このため、十分な電流で所望の電極電圧が達成され得る。電池のサ
イズが小さくなるにつれて、さらに小さい電池サイズ、数、組合せ、または容量の電池ま
たはコンバータなどのその他の関連する電気機器が、代替実施形態において利用されても
よいことは、理解されるだろう。
【０１７５】
　セルを通じて大電圧および適切な電流を生じる能力は、通常の水道水がセルを通じて供
給され、強化された洗浄および／または消毒特性を有する液体に変換される用途において
、有益であろう。通常の水道水は、セルの電極の間に、比較的低い導電性を有する。
【０１７６】
　適切なＤＣ－ＤＣコンバータの例は、米国ニューヨーク州ペラムのＰＩＣＯ　Ｅｌｅｃ
ｔｒｏｎｉｃｓ，Ｉｎｃ．からのＳｅｒｉｅｓ　Ａ／ＳＭ表面実装コンバータ、および米
国アリゾナ州フェニックスのＯＮ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒからの、ブースト用途で
接続された、ＮＣＰ３０６４　１．５Ａステップアップ／ダウン／反転スイッチングレギ
ュレータを含む。
【０１７７】
　一実施例において、セルを通して引き出される電流が所定の電流範囲内となるように制
御された電圧を、ＤＣ－ＤＣコンバータが出力するように、制御回路は、検知された電解
セルからの引き込み電流に基づいて、ＤＣ－ＤＣコンバータを制御する。たとえば、目標
電流引き込みは、特定の実施例において約４００ミリアンペアである。別の実施例におい
て、目標電流は３５０ミリアンペアである。代替実施形態において、その他の電流および
範囲が使用されることも可能である。所望の電流引き込みは、電解セルの形状、処理され
る液体の特性、および結果的に生じる電気化学反応の所望の特性に依存してもよい。
【０１７８】
　制御回路３０の特定の実施例を示すブロック図が、図１２に示される。図１２に示され
る制御回路は、図１０Ａ～１０Ｃに示されるものなどのスプレイボトルの様々な部品を制
御するように構成されているが、制御回路はこのまま使用されることも可能であり、また
は本開示の代替実施形態によるいずれかの別の装置上の類似の要素を制御するために、望
み通りに変更されることも可能である。
【０１７９】
　制御回路３０の主要部品は、マイクロコントローラ１０００、ＤＣ－ＤＣコンバータ１
００４、および出力ドライバ回路１００６を含む。
【０１８０】
　様々な部品への電力は、たとえば図１０Ｂに示されるように、ボトルによって担持され
る電池パック５４２によって供給される。特定の実施例において、電池パック５４２は１
０個のニッケル水素電池を担持し、その各々が約１．２ボルトの公称出力電圧を有する。
電池は直列に接続されており、そのため公称出力電圧は、たとえば約１８００ミリアンペ
ア時の容量で、約１０ボルトから約１２．５ボルトである。ハンドトリガ５７０、５７２
（たとえば図１０Ａ～１０Ｃに示す）は、電池パック５４２から電圧レギュレータ１００
３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１００４へ、１２ボルト出力電圧を選択的に印加する。Ｆ
ａｉｒｃｈｉｌｄ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからのＬＭ７
８０５レギュレータなど、いずれの適切な電圧レギュレータも使用され得る。特定の実施
例において、電圧レギュレータ１００３は、制御回路内の様々な電気部品に電力供給する
ために、５ボルトの出力電圧を提供する。
【０１８１】
　ＤＣ－ＤＣコンバータ１００４は、電解セル５５２の電極全体に印加される、出力電圧
を発生する。コンバータは、電解セルを通じて所望の電流引き込みを実現するために、駆
動電圧を段階的に上昇または降下するように、マイクロコントローラ１０００によって制
御される。特定の実施例において、コンバータ１００４は、ポンプ５５０が容器５１０か
らセル５５２を通じてノズル５０８を出るように水をポンプ移送する際に（図１０Ａ～１
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０Ｃ）、約４００ミリアンペアの電解セル５５２を通じての電流引き込みを実現するため
に、８ボルトから２８ボルト（またはそれ以上）の範囲の間で、電圧を段階的に上昇また
は降下させる。必要とされる電圧は、セルの電極の間の水の導電性に部分的に依存する。
【０１８２】
　特定の実施例において、ＤＣ－ＤＣコンバータ１００４は、米国ニューヨーク州ペラム
のＰＩＣＯ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ，Ｉｎｃ．からのＳｅｒｉｅｓ　Ａ／ＳＭ表面実装
コンバータを含む。別の実施例において、コンバータ１００４は、米国アリゾナ州フェニ
ックスのＯＮ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒからの、ブースト用途で接続された、ＮＣＰ
３０６４　１．５Ａステップアップ／ダウン／反転スイッチングレギュレータを含む。
【０１８３】
　出力ドライバ回路１００６は、マイクロコントローラ１０００によって生成される制御
信号に応じて、電解セル５５２に印加される駆動電圧の極性を選択的に反転させる。たと
えば、マイクロコントローラ１０００は、図１１を参照して表示および記載されるように
、所定のパターンで極性を交互に切り替えるように構成されることが可能である。出力ド
ライバ１００６もまた、ポンプ５５０に出力電圧を供給することができる。あるいは、た
とえば、ポンプ５５０は、トリガスイッチ５７０、５７２の出力から、その出力電圧を直
接受け取ることができる。
【０１８４】
　特定の実施例において、出力ドライバ回路１００６は、米国テキサス州ダラスのＴｅｘ
ａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎより入手可能な、ＤＲＶ　８８
００フル・ブリッジ・モータ・ドライバ回路を含む。代替実施形態において、その他の回
路および／または配置が使用され得る。ドライバ回路１００６は、マイクロコントローラ
によって制御される電圧パターンにしたがって電解セル５５２への出力電圧を駆動する、
Ｈ－スイッチインバータを有する。Ｈ－スイッチは、セル５５２によって引き込まれる電
流を検知するために、マイクロコントローラによって使用され得る電流検知出力も有する
。検出抵抗器ＲＳＥＮＳＥは、検知された電流を表し、そしてマイクロコントローラ１０
００へのフィードバック電圧として印加される電圧を、発現させる。マイクロコントロー
ラ１０００は、フィードバック電圧を監視し、そして所望の電圧引き込みを維持するため
に適切な駆動電圧を出力するように、コンバータ１００４を制御する。
【０１８５】
　マイクロコントローラ１０００はまた、電解セル５５２および／またはポンプ５５０が
適切に動作していることを確認するために、フィードバック電圧を監視する。先に論じら
れたように、マイクロコントローラ１０００は、出力ドライバ回路１００６によって検知
される電流レベルに応じて、ＬＥＤ５９４および５９６を動作することができる。たとえ
ば、マイクロコントローラ１０００は、検知された電流レベルが閾値より上か下か、また
は範囲内かに応じて、ＬＥＤ５９４および５９６のセットの一方または両方をオフにする
（あるいはオンにする）ことができる。
【０１８６】
　出力ドライバ回路１００６はまた、マイクロコントローラ１０００の制御の下で、ポン
プ５５０に駆動電圧を移送することができ、これはユーザによるトリガスイッチ５７０、
５７２の作動の際に、ポンプをオンおよびオフにする。たとえば、出力ドライバ回路１０
０６は、パワーＭＯＳＦＥＴなどのスイッチを通じて、ポンプ５５０に１２ボルトの電池
電圧および／または復帰電圧を選択的に印加することができる。特定の実施例において、
復帰電圧は、カリフォルニア州エルセガンドのＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｒｅｃｔｉ
ｆｉｅｒより入手可能なＩＲＦ７６０３ｐｂＦパワーＭＯＳＦＥＴで、選択的に開閉され
る。
【０１８７】
　マイクロコントローラ１０００は、いずれかの適切なコントローラ、プロセッサ、およ
び／または回路を含むことができる。特定の実施形態において、これは米国ミネソタ州シ
ーフ・リバー・フォールズのＤｉｇｉ－Ｋｅｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎより入手可能な
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ＭＣ９Ｓ０８ＳＨ４ＣＴＧ－ＮＤマイクロコントローラを含む。
【０１８８】
　図１２に示される実施例において、回路の照明制御部は、出力抵抗器Ｒ１およびＲ２、
ならびにプルアップ抵抗器Ｒ３、赤色ＬＥＤダイオードＤ１～Ｄ４、およびプルダウン抵
抗器Ｑ１によって形成される、第一「赤色」ＬＥＤ制御脚を含む。マイクロコントローラ
１０００は、トランジスタＱ１をオンおよびオフすることによって赤色ＬＥＤ　Ｄ１～Ｄ
４を選択的にオンおよびオフする、第一制御出力を有する。回路の照明制御部は、プルア
ップ抵抗器Ｒ４、緑色ＬＥＤダイオードＤ５～Ｄ８、およびプルダウン抵抗器Ｑ２によっ
て形成される、第二「緑色」ＬＥＤ制御脚をさらに含む。
【０１８９】
　制御回路は、マイクロコントローラ１０００をプログラミングするための入力を提供す
る、制御ヘッダ１００２を、さらに含む。
【０１９０】
　特定の実施例において、要素１０００、１００２、１００３、１００４、１００６、Ｒ
１～Ｒ４、Ｄ１～Ｄ８、およびＱ１～Ｑ２は、図１０Ｂに示される、回路基板５４０の上
に存在する。
【０１９１】
　また、図１２に示される制御回路は、図１０Ｂおよび１０Ｃに示される電源ジャック２
３を通じて受けるエネルギーで電池パック５４２内の電池を充電するための、充電回路（
図示せず）を含むことができる。
【０１９２】
　本明細書に記載される制御機能の１つ以上が、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、またはそれらの組合せにおいて実現されることが可能である。このようなソフト
ウェア、ファームウェアなどは、記憶装置などのコンピュータ読み取り可能媒体に保存さ
れる。ディスクドライブ、ソリッド・ステート・ドライブ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、フラ
ッシュメモリ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、集積回路上の１組のレジスタなど、いずれのコンピュー
タ読み取り可能記憶装置も使用され得る。
【０１９３】
６．２．３　エレクトロポレーション電極用駆動電圧の実施例
　エレクトロポレーション電極３５（図６のアダプタ２４０など）は、所望の微生物不活
性化レベルを実現するために、いずれかの適切な駆動電極パターンで駆動されることが可
能である。駆動電極パターンの電気的特性は、微生物に対する液体の適用の装置および方
法の設計に基づくことになる。
【０１９４】
　本明細書に開示されるスプレイボトルの一例において、電極に印加される駆動電圧は、
二乗平均平方根（ｒｍｓ）で、２５キロヘルツから８００キロヘルツの範囲の周波数、お
よび５０ボルトから１０００ボルトの範囲の電圧を有する。しかしながら、印加される電
流は、たとえば０．１５ミリアンペア程度など、ただしこれに限定されないが、非常に低
い。電圧パターンは、ＤＣパターン、およびＡＣパターンまたは両方の組合せであっても
よい。電圧波形は、矩形、正弦、三角、のこぎり歯、および／または任意（任意パターン
発生器より）など、いずれの適切なタイプであってもよい。一実施例において、波形は様
々な波形の間で連続的に変化する。電圧電位の正（または代わりに負）の側が電極に印加
され、そして、たとえば、処理される表面（または容積空間）の電位は、回路接地（接地
など）として機能する。これに加えて、波形および電圧レベルは、異なる微生物に対して
異なる影響を与える可能性がある。そのため、これらのパラメータは特定の微生物の殺滅
を強化するように変更されることが可能であり、または様々な異なる有機体を効果的に処
理するために、適用中に変化することが可能である。
【０１９５】
　エレクトロポレーション電極に印加される適切な電圧の例は、５０Ｖｒｍｓから１００
０Ｖｒｍｓ、５００Ｖｒｍｓから７００Ｖｒｍｓ、または５５０Ｖｒｍｓから６５０Ｖｒ
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ｍｓの範囲のＡＣ電圧を含むが、これらに限定されない。特定の実施形態は、エレクトロ
ポレーション電極に約６００Ｖｒｍｓの電圧を印加する。
【０１９６】
　エレクトロポレーション電極に印加される電圧の周波数の例は、２０ＫＨｚから１００
ＫＨｚ、２５ＫＨｚから５０ＫＨｚ、３０ＫＨｚから６０ＫＨｚ、または約２８ＫＨｚか
ら約４０ＫＨｚの範囲内の周波数を含むが、これらに限定されない。特定の実施形態は、
エレクトロポレーション電極に約３０ＫＨｚの電圧を印加する。
【０１９７】
　図１３Ａは、特定の実施例においてエレクトロポレーション電極３５に印加される電圧
パターンを示す波形図である。この実施例において、波形の形状は、正弦波および矩形波
の組合せである。しかしながら、波形は、正弦波、矩形波、またはその他の波形など、別
の形状を有することもできる。液体が電極のアダプタ２４０を流れ、そして約３０ＫＨｚ
の周波数を有するとき、印加される電圧は６００ボルトｒｍｓ（ピーク間（ピークtoピー
ク）で約１０００Ｖから１２００ボルト）のＡＣ電圧を有する。この実施例において、装
置（たとえばスプレイボトル）が電気化学的に活性化された液体を処理される表面に分配
する際、周波数は実質的に一定のままである。別の実施例において、周波数は約４１ＫＨ
ｚ～４６ＫＨｚの範囲に維持される。
【０１９８】
　別の実施例において、装置（たとえばスプレイボトル）が電気化学的に活性化された液
体を処理される表面に分配する間、周波数は所定の範囲にわたって変化する。たとえば、
エレクトロポレーション電極３５を駆動する制御回路は、たとえば２０ＫＨｚから１００
ＫＨｚの間、２５ＫＨｚから５０ＫＨｚの間、および３０ＫＨｚから６０ＫＨｚの間など
、低周波数限界および高周波数限界の間の範囲内の周波数をスイープすることができる。
【０１９９】
　図１３Ｂは、別の特定の実施例においてエレクトロポレーション電極３５に印加される
電圧の時間に対する周波数を示す波形図である。この実施例において、三角波形で、低周
波限界から高周波限界まで、そしてまた低周波限界まで、たとえば約１秒間にわたって、
傾斜する。別の実施例において、制御回路は、低周波限界から高周波限界まで（および／
または高周波限界から低周波限界まで）、０．１秒から１０秒の時間にわたって、傾斜す
る。その他の傾斜周波数範囲もまた使用されることが可能であり、それぞれの立ち上がり
および立ち下がり期間は、互いに同じであっても異なってもよい。異なる微生物は異なる
周波数で不可逆的エレクトロポレーションの影響を受けやすい可能性があるので、異なる
微生物に対する効果を潜在的に増加させるために、印加電圧の殺滅効果は異なる周波数の
間でスイープされる。たとえば、周波数のスイープは、異なる微生物の異なる共振周波数
において電位を印加するのに有効であろう。
【０２００】
　図１３Ｃに示される実施例において、周波数は、のこぎり歯波形で３０ＫＨｚから６０
ＫＨｚの間でスイープされる。その他の波形も使用され得る。
【０２０１】
６．２．４　エレクトロポレーション電極用制御回路の実施例
　図１４は、電圧電位をエレクトロポレーション電極３５に供給するための制御回路１１
００の実施例を示すブロック図である。回路１１００は、電圧入力コネクタ１１０２、電
圧レギュレータ１１０４、三色ＬＥＤ１１０６、マイクロコントローラ１１０８、スイッ
チング電力コントローラ１１１０、Ｈブリッジ回路１１１２および１１１４、変圧器１１
１６、分圧器１１１８、検出抵抗器１１２０、および出力コネクタ１１２２を含む。
【０２０２】
　入力コネクタ１１０２は、たとえば図１２に示される主回路基板から１２ボルトの電池
電力供給を受け、そして電圧レギュレータ１１０４、スイッチング電力コントローラ１１
１０、およびＨブリッジ回路１１１２および１１１４に、電圧を供給する。特定の実施例
において、電圧レギュレータ１１０４は、マイクロコントローラ１２０８、ＬＥＤ１１０
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６、およびスイッチング電力コントローラ１１１０など、制御回路１１００内の様々な電
気部品に電圧印加するために、５ボルトの出力電力を提供する。たとえばＦａｉｒｃｈｉ
ｌｄ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからのＬＭ７８０５レギュ
レータなど、いずれの適切な電圧レギュレータが使用されてもよい。
【０２０３】
　この実施形態において、マイクロコントローラ１１０８は３つの主要機能を有する；ス
イッチング電力レギュレータ１１１０にクロック信号（ＳＹＮＣ）およびイネーブル信号
（ＥＮＡＢＬＥ）を提供すること、故障状態を監視すること、およびＬＥＤ１１０６を通
じてユーザに故障状態の表示を提供すること、である。一実施例において、マイクロコン
トローラ１１０８は、ＡＴＭＥＬ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎより入手可能なＡＴｔｉｎｙ
２４　ＱＰＮマイクロコントローラを含む。代替実施形態において、その他のコントロー
ラが使用されることも可能である。
【０２０４】
　クロック信号ＳＹＮＣは、スイッチング電力コントローラ１１１０に基準周波数を提供
する。イネーブル信号ＥＮＡＢＬＥは、起動しているとき、スイッチング電力コントロー
ラ１１１０を有効（またはオンに）する。通常、マイクロコントローラ１１０８は、ＥＮ
ＡＢＬＥを起動状態に設定し、そしてＦＡＵＬＴ信号の故障状態を監視する。故障状態が
存在しないとき、マイクロコントローラ１１０８は、三色ＬＥＤ１１０６のうちの１色以
上を選択的にオンにする。一実施例において、ＬＥＤ１１０６は、赤、緑、青の三色ＬＥ
Ｄである。しかしながら、代替実施形態において、複数の、個別のＬＥＤが使用されるこ
とも可能である。さらに、ＬＥＤ１１０６に加えて、またはこれに代わって、いずれかの
視覚、聴覚、または触覚指示器など、その他のタイプの指示器が使用されることも可能で
ある。本実施例において、マイクロコントローラ１１０８は、故障状態が存在するときに
それぞれの陰極を引き下げることによって、青色ＬＥＤを点灯する。
【０２０５】
　コントローラ１１１０が信号ＦＡＵＬＴを起動することによって故障状態を示すとき、
マイクロコントローラ１１０８は、選択的にイネーブル信号にパルスを印加して起動状態
とし、そしてスイッチング電力コントローラ１１１０をリセットするためにこれを起動状
態に戻す。故障状態が解消されると、マイクロコントローラは青色ＬＥＤを点灯し続ける
。故障状態が起動したままの場合には、マイクロコントローラは青色ＬＥＤをオフにし、
そして赤色ＬＥＤを点灯する。緑色ＬＥＤは使用されないが、しかし別の実施形態におい
て使用され得る。代替実施形態において、その他のユーザ表示パターンが使用されること
も可能である。
【０２０６】
　一実施例において、スイッチング電力コントローラ１１１０は、Ｔｅｘａｓ　Ｉｎｓｔ
ｒｕｍｅｎｔｓより入手可能なＴＰＳ６８０００　ＣＣＦＬ移相シフトフルブリッジＣＣ
ＦＬコントローラを含む。しかしながら、代替実施形態において、その他のタイプのコン
トローラが使用されることも可能である。
【０２０７】
　ＳＹＮＣ信号に基づいて、スイッチング電力コントローラ１１１０は、Ｈブリッジ回路
１１１２および１１１４内のスイッチングトランジスタのゲートに、ゲート制御信号を提
供する。一実施例において、Ｈブリッジ回路１１１２および１１１４は各々ＦＤＣ６５６
１ＡＮデュアルＮチャネル・ロジック・レベルＭＯＳＦＥＴ（その他の回路も使用可能で
あるが）を含み、これらはともに接続されて、図１３に示されるもののような、所望の電
圧パターンを有する変圧器１１１６の一次側を駆動する、Ｈブリッジインバータを形成す
る。変圧器１１１６は１：１００の巻数比を有し、これが、たとえば液体が装置から分配
されているときに、駆動電圧をピーク間約１０Ｖ～１３Ｖからピーク間約１０００Ｖ～１
３００Ｖ（約６００Ｖｒｍｓ）に、段階的に上昇させる。出力駆動電圧は、出力コネクタ
１１２２を通じてエレクトロポレーション電極３５に印加される。
【０２０８】
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　分圧器１１１８は、スイッチング電力コントローラ１１１０にフィードバックして、変
圧器の二次側で発生した電圧を代表する電圧を発生させるために、変圧器の一次側とグラ
ウンドとの間に直列に接続された、一対のコンデンサを含む。この電圧レベルは、過電圧
状態を検出するために使用される。フィードバック電圧が与えられた閾値を超えると、ス
イッチング電力コントローラ１１１０が故障信号ＦＡＵＬＴを起動する。
【０２０９】
　検出抵抗器１１２０は、スイッチング電力コントローラ１１１０にフィードバックして
変圧器の二次側を流れる電流を代表する、さらなるフィードバック電圧を発生するために
、変圧器の一次側とグラウンドとの間に接続される。この電圧レベルは、過電流状態を検
出するために使用される。フィードバック電圧が与えられた閾値を超えると、スイッチン
グ電力コントローラ１１１０が故障信号ＦＡＵＬＴを起動して、変圧器の故障を表示する
。
【０２１０】
　これに加えて、Ｈブリッジの１つの脚にある底部トランジスタの源は、矢印１１２４に
よって示されるように、スイッチング電力コントローラ１１１０にフィードバックする。
このフィードバック線は、変圧器の一次側で電流を測定するために監視されることが可能
であり、これはエレクトロポレーション電極３５を通じて負荷に移送される電流を表す。
繰り返しになるが、この電流は、高および／または低閾値レベルに対して比較される。比
較の結果は、故障信号ＦＡＵＬＴの状態を設定するために使用されることが可能である。
【０２１１】
７．吐出液を通じて電荷を移送するその他の例示的な装置
　電解セルおよび／またはエレクトロポレーション電極のものなど、本明細書に記載され
る特徴および方法は、たとえばスプレイボトル、移動式表面洗浄機、および／または自立
式または壁掛け式プラットフォームを含む、様々な異なる装置において使用可能である。
【０２１２】
　たとえば、これらは、たとえば移動式硬質表面洗浄機、移動式軟質表面洗浄機、または
硬質および軟質床の両方またはその他の表面を洗浄するようになっている移動式表面洗浄
機、全表面洗浄機、トラック実装噴霧器、高圧浴室噴霧器、トイレおよび小便器など、移
動式表面洗浄機に搭載されて（または搭載されずに）実現されることが可能である。
【０２１３】
７．１　移動式表面洗浄機の実施例
　図１５は、Ｆｉｅｌｄらによる米国特許公開番号第２００７／０１８６３６８　Ａ１号
明細書に開示されている移動式硬質／軟質床洗浄機１２００の実施例を示すが、これは上
記の特徴および／または方法の１つ以上を実現するために改造されることが可能である。
図１５は、その蓋が開放位置にある洗浄機１２００の斜視図である。
【０２１４】
　この実施例において、洗浄機１２００は、コンクリート、タイル、ビニル、テラゾなど
のような、硬質の床表面を洗浄するために使用される、ウォークビハインド型洗浄機であ
るが、別の実施例では、洗浄機１２００は、本明細書に記載されるような洗浄および／ま
たは消毒作業を実行するための、騎乗型、取り付け型、またはけん引型洗浄機として構成
されることも可能である。さらなる実施例において、洗浄機１２００は、カーペットなど
の軟質床を、そしてさらなる実施形態では硬質および軟質の両方の床を、洗浄するように
なっていてもよい。洗浄機１２００は、電池などの内蔵電源を通じて、または電気コード
を通じて電力供給される、電気モータを含んでもよい。あるいは、たとえば、内燃機関シ
ステムが、単独で、または電気モータと組み合わせて、使用されることも可能である。
【０２１５】
　洗浄機１２００は一般的に、基体１２０２および蓋１２０４を含み、蓋１２０４は、基
体１２０２の内部へのアクセスを提供するために上方へ旋回することができるように、蝶
番（図示せず）によって基体１２０２の片側に沿って取り付けられている。基体１２０２
は、処理されて洗浄／消毒作業中に床表面に適用される、液体または一次洗浄および／ま
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たは消毒液成分（通常の水道水など）を収容する、タンク１２０６を含む。あるいは、た
とえば液体は、タンク１２０６内の収容に先立って、洗浄機１２００に搭載されたまたは
搭載されない状態で、処理されることも可能である。また、洗浄機１２００は、洗浄され
る床に液体が適用される前に液体を処理する、電解セル１２０８を含む。電解セル１２０
８は、たとえば図５を参照して表示および議論されたものと類似の１つ以上の電解セル（
相互に並列または直列）、またはたとえば、図８Ａおよび８Ｂに開示された電解セル（た
とえば機能的発生器）を含むがこれらに限定されない、Ｆｉｅｌｄらによる米国特許公開
番号第２００７／０１８６３６８　Ａ１号明細書に開示されている１つ以上の電解セルを
、含むことができる。たとえば、図８Ａおよび８Ｂに示される電解セルは、韓国Ｙｅｕｐ
ｄｏｎｇ，Ｇｏｙａｎｇ－Ｃｉｔｙ，Ｋｙｕｎｇｋｉ－ＤｏのＥｍｃｏ　Ｔｅｃｈ　Ｃｏ
．ＬＴＤ，より市販されている、ＪＰ２０００　ＡＬＫＡＢＬＵＥ　ＬＸにおいて見出さ
れる未変更または変更済みＥｍｃｏ　Ｔｅｃｈ　「ＪＰ１０２」セルを含むことができる
。この特定のセルは、２７ボルトのＤＣ範囲、約１０から約５．０のｐＨ範囲、６２ｍｍ
×１０９ｍｍ×０．５ｍｍのセルサイズ、および５つの電極板を有する。一実施例の変形
バージョンにおいて、ＪＰ１０２セルは、たとえばセルの吐出口に向けられる陽極液およ
び陰極液ＥＡ水の配合液を形成するために、生成された陽極液および陰極液がともに混合
されるように、ＪＰ１０２セルとともに供給される（そして陽極液および陰極液を個別の
各吐出口に選択的に案内する）弁機構をなくすように改造されている。様々な異なる仕様
を有することができる、その他のタイプの電解セルもまた、使用されることが可能である
。
【０２１６】
　被処理液は、たとえば直接および／または洗浄ヘッド１２１０を通じて、床に適用され
ることが可能である。床に適用される被処理液は、たとえば図２を参照して上述されたよ
うに、陽極液ＥＡ液体ストリーム、陰極液ＥＡ液体ストリーム、両方および陽極液および
陰極液ＥＡ液体ストリーム、および／または組み合わせられた陽極液および陰極液ＥＡ液
体ストリームを含むことができる。セル１２０８は、イオン選択膜を含むことができ、ま
たはイオン選択膜を使用せずに構成されることも可能である。
【０２１７】
　一実施例において、吐出液のエレクトロポレーション／電気水圧衝撃特性を強化するた
めに、液体流路は、液体流路によって形成される電解セルと床との間の導電路の断絶を回
避するために、床に直接適用される。液体は、ストリーム、エアロゾル化ミスト、および
／またはスプレイなど、いずれの形態で適用されることも可能である。
【０２１８】
　一実施例において、（電解セル１２０８があってもなくても）、洗浄機１２００は、液
体流路に沿った、またはこれと適切な関係にある、いずれかの位置に、たとえばエレクト
ロポレーション電極（図１および６に示される電極３５のような）などの、さらなる電気
伝導体またはリードを含むように、さらに改造される。この電極は、流路を流れる液体を
通じて処置されている床と電気的に接続されるようになり得る。一実施例において、電極
は、洗浄ヘッド１２１０の付近の分配管１２１２に沿ってなど、液体が洗浄機から吐出さ
れる位置に非常に近い位置に配置される。あるいは、またはこれに加えて、電極は、たと
えば洗浄機１２００の移動方向に対して、吐出スプレイまたはストリームを洗浄ヘッド１
２１０の前方に、洗浄ヘッド上にまたはこれを通じて、あるいは洗浄ヘッドの後方に吐出
する、スプレイノズルの付近に位置することができる。電極は、たとえばいずれかの適切
な構造、形状、または材料を有することができる。
【０２１９】
　望ましければ、移動式洗浄機１２００の１つ以上の具体的な非限定例のさらなる構造は
、Ｆｉｅｌｄらによる米国特許公開番号第２００７／０１８３６８号明細書に、より詳細
に提示および記載されている。これらの構造は、本明細書に開示される実施形態のいずれ
か、およびそれらの変形例において、使用可能である。少なくとも１つの具体例の詳細は
、米国特許公開番号第２００７／０１８３６８号明細書の、たとえば図１０Ａ～１０Ｃお
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よび１１に記載されている。
【０２２０】
　Ｆｉｅｌｄらによる米国特許公開番号第２００７／０１８６３６８　Ａ１号明細書はま
た、本明細書に開示される様々な構造的要素および工程が個別にまたは一緒に利用され得
る、その他の構造も開示している。たとえば、Ｆｉｅｌｄらは、陽極液および陰極液ＥＡ
液体を生成するための、壁掛け式プラットフォームを開示している。これらの装置のいず
れも、表面が洗浄および／または消毒されている間、処理されている表面に電場を提供す
るために、本明細書の開示にしたがって構成されることが可能である。
【０２２１】
　別の実施形態において、移動式洗浄機１２００は、電解セルを含まないが、しかしたと
えばそれに加えてまたは代わりに、洗浄される表面に源液とともに洗剤を分配する、洗剤
分配器を含む。洗浄ヘッドの機械的作用と組み合わせた洗剤は、本明細書に開示されるよ
うに、エレクトロポレーション電極によって印加される電場によって微生物がより容易に
電気穿孔されるように、表面上の液体に微生物を浮遊させることができる。
【０２２２】
７．２　全表面洗浄機の実施例
　図１６は、米国特許番号第６，４２５，９５８号明細書により詳細に記載される、全表
面洗浄アセンブリ１３００の実施例の斜視図である。洗浄アセンブリ１３００は、たとえ
ば図１～３および５～６、または本明細書に開示されたその他の実施形態のいずれかを参
照して提示および記載されたものなど、本明細書に記載される１つ以上の電解セルおよび
／または１つ以上のエレクトロポレーション電極を備える、液体流通路を含むように改造
される。
【０２２３】
　洗浄アセンブリ１３００は、洗浄される床に対して、以下の液体のうち１つ以上を移送
および随意的に回収するように構成され得る：陽極液ＥＡ水、陰極液ＥＡ水、陽極液およ
び陰極液ＥＡ水の配合物、またはその他の帯電した液体。たとえば、水以外の、または水
に加えてさらなる液体が、使用されることも可能である。
【０２２４】
　洗浄アセンブリ１３００は、たとえば化粧室または少なくとも１つの硬質表面を有する
その他の部屋において、硬質表面を洗浄するために使用され得る。洗浄アセンブリ１３０
０は、米国特許番号第６，４２５，９５８号明細書に記載されるように、洗浄装置、およ
び表面を洗浄するための洗浄装置とともに使用される付属品を含む。洗浄アセンブリ１３
００は、筐体１３０１、ハンドル１３０２、車輪１３０３、排水ホース１３０４、および
様々な付属品を含む。付属品は、伸縮自在の延長ハンドル１３０６を有する床ブラシ１３
０５、ツーピース二重湾曲ワンドの第一ピース１３０８Ａおよび第二ピース１３０８Ｂ、
スプレイガン１３１０、ならびに真空ホース、送風機ホース、噴霧器ホース、送風機ホー
スノズル、スキージ床器具取り付け部品、ガルパ器具、およびタンク充填ホースなど（ア
センブリ１３００のポートに結合可能なもの）、図示しない様々なさらなる付属品を含む
ことができる。アセンブリは、タンクまたは取り外し可能な液体容器および回収タンクま
たは取り外し可能回収液体容器を担持する、筐体を有する。洗浄アセンブリ１３００は、
噴霧器ホースを通じて表面上に洗浄液を噴霧することによって、表面を洗浄するために使
用される。送風機ホースはその後、表面を送風乾燥して、液体を表面上で所定方向に吹き
付けるために、使用される。真空ホースは、表面から洗浄装置１３００の回収タンク内に
流体を吸い込むために使用され、それによって表面を洗浄する。洗浄アセンブリ１３００
とともに使用される、真空ホース、送風機ホース、噴霧器ホース、およびその他の付属品
は、持ち運びやすくするために、洗浄装置１３００とともに担持されることが可能である
。スプレイガン１３１０は、ホース１３１４を通じて洗浄機１３００の液体吐出口１３１
２に取り付けられている。
【０２２５】
　エレクトロポレーション電極は、たとえば流路を流れる液体経由で処理される表面に電
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気的に接続されることが可能な、液体流路に沿った、またはこれと適切な関係にある、い
ずれの位置にも配置されることが可能である。たとえば電極は、吐出口１３０３の付近な
ど、スプレイホースに沿っておよび／またはアセンブリ上のいずれかの適切な位置で、ス
プレイガン１３１０のスプレイヘッドに配置されることが可能である。洗浄装置はまた、
電解セルおよびエレクトロポレーション電極のための制御回路も担持する。
【０２２６】
　別の実施例において、壁掛け式プラットフォームは、液体流路に沿ってプラットフォー
ムの注入口からプラットフォームの吐出口まで、電解セルおよび／またはエレクトロポレ
ーション電極を支持する。この実施形態において、たとえばホースまたはその他の液体分
配器は、処理される表面への適用時点まで、液体を担持することになる。
【０２２７】
１０．平面モップの実施例
　図１７は、本開示において記載されるものなど、たとえばエレクトロポレーション電極
など、液体吐出スプレイにおいて電位を付与、誘発、もしくは引き起こすために、少なく
とも１つの電解セルおよび／または少なくとも１つの電気伝導体、リード、および／また
は電磁部品を含む、平面モップ実施形態の実施例を示す図である。
【０２２８】
　この実施例において、平面モップ１４００は、マイクロファイバパッドまたは布などの
洗浄パッド１４０４が取り付け可能な、堅い裏当て１４０２を含む。ハンドル１４０５は
、裏当て１４０２から延伸し、そしてリザーバ１４０６およびコンパートメント１４０８
を担持する。リザーバ１４０６は、通常の水道水などの源液を保持するようになっており
、充填ポート１４１０を通じて充填されることが可能である。リザーバ１４０６は源液を
コンパートメント１４０８に供給し、これはたとえば、ポンプ、少なくとも１つの電解セ
ルおよび／または少なくとも１つのエレクトロポレーション電極、ならびにそれぞれのお
よび／または組み合わせられた制御エレクトロニクスを含むことができる。
【０２２９】
　特定の実施例において、コンパートメント１４０８は、図５、６、１０Ａ～１０Ｃ、お
よび１１～１４（またはたとえば本明細書に記載されるその他の実施例または実施形態の
いずれか）を参照して提示および記載される手持ち式スプレイ装置の構成部品を含む。コ
ンパートメント１４０８は、図１０Ａ～１０Ｃのスプレイノズル５０８と類似のスプレイ
ノズル１４１２を含む。エレクトロポレーション電極は、ノズルに近い位置など、リザー
バ１４０６からノズル１４１２までの液体流路内のいずれか適切な位置で結合される。ノ
ズルは、吐出スプレイまたはストリーム１４１４を、洗浄および／または消毒されている
表面に向かって噴霧、もしくは分配するが、ここで分配液は、たとえば本明細書に記載さ
れるように、電気化学的に活性化されることが可能である。これに加えて、または代わり
に、エレクトロポレーション電極は吐出スプレイ１４１４を通じて表面に電場を印加し、
これはたとえば、表面上の微生物の不可逆的エレクトロポレーションを生じるのに十分で
ある。
【０２３０】
　ハンドル１４０５はスイッチ１４１６を含み、これは、図１０Ａ～１０Ｃのトリガ５７
０と同様にユーザによって操作可能であり、ポンプ、電解セル、およびエレクトロポレー
ション電極に、選択的に電圧印加するようになっている。たとえば、スイッチ１４１６は
、瞬時または非瞬時押しボタンまたはトリガを含むことができる。
【０２３１】
１１．固定式（または携帯式）装置の実施例
　図１８は、表面１５０２に対して固定されているかまたは移動可能な、例示的装置１５
００を示す図である。一実施例において、装置１５００は、図５、６、１０Ａ～１０Ｃ、
および１１～１４（またはたとえば本明細書に記載されるその他の実施例または実施形態
のいずれか）を参照して提示および記載される手持ち式スプレイ装置の構成部品を含み、
これはたとえば、ポンプ、少なくとも１つの電解セルおよび／または少なくとも１つのエ
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レクトロポレーション電極、ならびにそれぞれのおよび／または組み合わせられた制御エ
レクトロニクスを含むことができる。装置１５００は、洗浄および／または消毒される表
面１５０６および／または物品に対して吐出スプレイまたはストリーム１５０４を噴霧も
しくは分配する、吐出口１５０２を含む。表面１５０６は、装置１５００に対して固定さ
れ、および／または移動可能であってもよい。配置は、表面１５０６自体および／または
表面によって担持される１つ以上の物品を、洗浄および／または消毒するようになってい
てもよい。たとえば、表面は、テーブル表面または製品を運ぶコンベヤを含むことができ
る。分配液１５０４は、本明細書に記載されるように、電気化学的に活性化されることが
可能である。これに加えて、または代わりに、エレクトロポレーション電極は、吐出口１
５０２に近い位置など、液体流路内のいずれか適切な位置で結合され、ここでエレクトロ
ポレーション電極は分配液１５０４を通じて表面または物品に電場を印加し、これはたと
えば、表面または物品上の微生物の不可逆的エレクトロポレーションを生じるのに十分で
ある。
【０２３２】
１２．さらなるシステムの実施例
　図１９は、たとえば本明細書に開示される実施形態のいずれかに組み込まれることが可
能な、本開示の例示的実施形態によるシステム１６００を示す図である。システム１６０
０は、電源（電池など）１６０２、制御エレクトロニクス１６０４、電解セル１６０６、
ポンプ１６０８、電流センサ１６１０および１６１２、エレクトロポレーション電極１６
１４、スイッチ１６１８、およびトリガ１６２０を含む。簡素化のため、電解セル１６０
４の液体注入および吐出は、図１９に示されない。システム１６００の全ての要素は、た
とえば同じ電源１６０２によって、または２つ以上の個別の電源によって、電力供給され
ることが可能である。
【０２３３】
　制御エレクトロニクス１６０４は、システム１６００の現在の動作モード、およびトリ
ガ１６２０などのユーザ制御入力に基づいて、電解セル１６０６、ポンプ１６０８、およ
び電極の動作状態を制御するために結合されている。この実施例において、スイッチ１６
１８は、電源１６０２および制御エレクトロニクス１６０４の間に直列に結合され、そし
てトリガ１６２０の状態に応じて制御エレクトロニクス１６０４の電力入力に対して電源
１６０２を接続および切断するのに役立つ。一実施形態において、スイッチ１６１８は、
トリガ１６２０が押下されたときに閉鎖し、トリガ１６２０が解放されたときに開放され
る、瞬時の正常時開放スイッチを含む。
【０２３４】
　代替実施例において、スイッチ１６１８は、たとえばトリガ１６２０とは別に作動され
る、オン／オフ・トグル・スイッチとして構成される。トリガ１６２０は、制御エレクト
ロニクス１６０４の入力を有効にするために結合されている第二スイッチを作動する。様
々な装置１６０６、１６０８、および１６１４に電力供給するために、同じスイッチ１６
１８が使用されることが可能であり、または個別のスイッチが使用されることも可能であ
る。また、様々な装置１６０６、１６０８、および１６１４に電力供給するために、同じ
または個別の電源および／または源が使用されることも可能である。これに加えて、電解
セル１６０６、ポンプ１６０８、および電極１６１４に印加される電圧を制御するために
、同じまたは個別の制御回路が使用されることが可能である。その他の構成もまた使用さ
れ得る。
【０２３５】
　一実施例において、トリガ１６２０が押下されると、制御エレクトロニクス１６０４は
有効になり、電解セル１６０６、ポンプ１６０８、および電極１６１４を駆動するための
適切な電圧出力を生成する。たとえば、制御エレクトロニクス１６０４は、本明細書に記
載されるパターンのような、電解セル１６０６を駆動するための第一電圧パターン、ポン
プ１６０８を駆動するための第二電圧パターン、および電極１６１４のための第三電圧パ
ターンを生成することができる。トリガ１６２０が解放されると、制御エレクトロニクス
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の電源が切られ、および／またはセル１６０６およびポンプ１６０８への出力電圧の生成
から無効にされる。
【０２３６】
　電流センサ１６１０および１６１２は、それぞれ電解セル１６０６およびポンプ１６０
８と電気的に直列に結合されており、そして各々が、セル１６０６またはポンプ１６０６
を通じて引き込まれるそれぞれの電流を示す信号を、制御エレクトロニクス１６０４に提
供する。たとえば、これらの信号は、アナログまたはデジタル信号のいずれでもよい。制
御エレクトロニクス１６０４は、センサ出力を所定の閾値電流レベルまたは範囲と比較し
、そして１つまたは両方の比較に応じて指示器１６１４および１６１６を動作する。閾値
電流レベルまたは範囲は、たとえば、所定の消費電力レベルを表すように選択されること
が可能である。ボトルには、たとえば異なる動作状態を示すために異なる色または点灯パ
ターンで点灯することが可能な、１つ以上のＬＥＤ１６２２および１６２４など、視覚的
に認知可能な指示器も設けられてもよい。
【０２３７】
　これに加えて、強化された消毒特性が必要とされないときに、電極１６１４を選択的に
無効にするために、スイッチは、電極１６１４と直列に（または制御エレクトロニクス４
０４への制御入力として）配置されることが可能である。電極１６１４を無効にすること
で、小型電源が使用されるときに、電池寿命または電源１６０２の充電状態を延長しても
よい。
【０２３８】
１３．試験結果－実施例
　本開示の範囲内で多くの変更および変形例が当業者にとって明らかとなるので、本開示
は、説明としてのみ意図される以下の実施例において、より具体的に記載される。別途記
載のない限り、以下の実施例で報告される全ての部、パーセンテージ、および比率は重量
ベースであり、成分重量パーセントは、使用されるいずれの強化マトリクスも除いた、膜
の総重量に基づく。実施例において使用される全ての試薬は、以下に記載される化学薬品
供給元から、ミズーリ州セントルイスのＳｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｏｍｐａｎｙな
どの一般的な化学薬品供給元から、取得され、または入手可能であり、または従来の技術
によって合成されてもよい。
【０２３９】
１３．１　実施例１：電場測定
　電場測定を、上記で図５、６、１０Ａ～１０Ｃ、および１１～１４を参照して提示およ
び記載された実施形態に基づいた、実施例１のスプレイボトルに対して行った。スプレイ
軸に沿って実施例１のスプレイノズルから各線形位置において、５回の測定を行った。平
均的な結果を図２０に表示した。水スプレイ結果との比較目的のため、長いゴムホースを
スプレイボトルの吐出口に取り付け、この水ストリームの末端で１メガオームの負荷を横
断して、グラウンドに対する電位を測定した。その後ゴムホースを短縮し、そして測定位
置が噴霧器ノズルに近づくまで測定を繰り返した。水ストリームは真の導電性経路を形成
し、そして各位置で４回の測定を行った。
【０２４０】
　図２０Ａは、ノズルからの距離（インチ）に応じた電位場（ピーク間Ｖ）のグラフであ
る。図２０Ｂは、ノズルからの距離（インチ）に応じた電場（ピーク間ボルト／ｃｍ）の
線形グラフであり、これは２点数値微分を使用して電位場データから計算されたものであ
る。
【０２４１】
　図２０Ａおよび２０Ｂに見られるように、電場の大きさおよび／または表面（およびし
たがって表面上のまたは表面付近で浮遊させる微生物）に移送される電位は、部分的には
ノズル先端と表面との間の距離に依存する。与えられた電場を表面に印加するための最大
距離は、制御回路の電気的パラメータ、印加される電圧および波形など、ならびに移送さ
れる所望の場の大きさに基づいて、異なるだろう。図５～６および１０～１４に示される
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移送した。別の実施形態において、適切な電場を、最大６インチの距離で移送した。繰り
返しになるが、これらの距離は、１つの実施例と次との間で、処理される微生物のタイプ
によって、異なってもよい。表面上の１つ以上の微生物の不可逆的エレクトロポレーショ
ンを生じるためのノズルと表面との間の距離の適切な範囲は、たとえば、ゼロから１０イ
ンチ、ゼロから８インチ、ゼロから６インチ、ゼロから４インチ、およびゼロから３イン
チを含む。一実施例において、望ましい距離は３～４インチである。
【０２４２】
　実験的試験結果はまた、ノズル／表面距離と微生物（たとえば細菌）の除去および殺滅
のためのスプレイ持続時間との間の相関も示す。一般的に、ノズルが受容面に近づくほど
、スプレイ持続時間が短くなる。たとえば、ノズルと受容面との間で３～４インチの範囲
の距離で２秒のスプレイ持続時間は、大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）およびバチルス菌に対する
実質的な殺滅を実現した。これは、電場のより大きい大きさおよび／または短縮されたノ
ズル／表面距離によって表面に移送された電位によると考えられる。
【０２４３】
１３．２　実施例２：抗菌有効性
　細菌濃度の低下における実施例２のスプレイボトルの有効性も測定した。無生物、無孔
性、非食物接触表面上で消毒剤の抗菌有効性を評価するために使用される試験方法である
、ペンシルベニア州ウエストコンショホッケンのＡＳＴＭ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
によって確立された、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｆｏｒ　Ｔｅｓｔｉｎｇ　ａ
ｎｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ（ＡＳＴＭ）Ｅ１１５３－０３にしたがって、実験を行った。
被処理キャリアの分離試料は、黄色ブドウ球菌（ＡＴＣＣ＃６５３８）およびＥ．ｃｏｌ
ｉ（ＡＴＣＣ＃１１２２９）を含有していた。
【０２４４】
　実施例２のスプレイボトルは上述の実施例１のスプレイボトルと同じであって、実施例
２のスプレイボトルもまた実験のために水道水で満たした。被処理キャリアから３～４イ
ンチの範囲の距離で、および２０℃の周囲空気で、実施例２のスプレイボトルで４秒間被
処理キャリアに噴霧することによって、試験方法を変更した。被処理キャリアの３分の１
をその後、ワイピング動作をシミュレートするために、ワイプを使用して噴霧した後にワ
イプしたが、ここで使用されるワイプは、ウィスコンシン州ニーナのＫｉｍｂｅｒｌｙ－
Ｃｌａｒｋ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎより商品名「ＷＹＰＡＬＬ」汎用ワイプとして市販
されていた。被処理キャリアのあとの３分の１は、スプレイ自体の有効性を測定するため
に、ワイプされないまま残した。被処理キャリアの残りの３分の１は重ね塗りされたが、
これは空気中における霧状ミストの噴霧を伴い、その後、被処理キャリア上に付着する。
各試験は繰り返され、運転１および運転２と称される。
【０２４５】
　表１および２は、それぞれ黄色ブドウ球菌およびＥ．ｃｏｌｉに対する、実施例２のス
プレイボトルの抗菌有効性を示す。「ＣＦＵ」は「コロニー形成単位」を表し、「平均パ
ーセント減少」および「平均ｌｏｇ１０減少」を、運転１および２の平均値に基づいて計
算した。
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【表１】

【表２】

【０２４６】
　表１および２に示される結果は、様々な微生物の除去および殺滅に関する、本開示のス
プレイボトルの有効性を示す。噴霧されたキャリア（ワイピングなし）、ワイプされたキ
ャリア、および塗り重ねられたキャリアの各々が、各試験対象微生物に対して９９．９９
９％を超える抗菌有効性を提供した。
【０２４７】
１３．３　実施例３および４：抗菌有効性
　細菌濃度の低下における実施例３および４のスプレイボトルの有効性も、測定した。実
施例２について先に論じられたのと同じ方法で実験を行ったが、ここで被処理キャリアの
分離試料は、Ｅ．ｃｏｌｉ　Ｏ１５７：Ｈ７（ＡＴＣＣ＃３５１５０）、サルモネラ菌（
ＡＴＣＣ＃１０７０８）、緑膿菌（ＡＴＣＣ＃１５４４２）、バンコマイシン耐性腸球菌
（ＶＲＥ）（ＡＴＣＣ＃５１５７５）、およびメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（ＭＲＳＡ
）（ＡＴＣＣ＃３３５９２）を含有していた。
【０２４８】
　実施例３および４のスプレイボトルは上述の実施例１のスプレイボトルと同じであって
、ここで実施例３および４のスプレイボトルもまた実験のために水道水で満たした。被処
理キャリアから３～４インチの範囲の距離で、および２１℃の周囲空気で、実施例３およ
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した。被処理キャリアの３分の１をその後、ワイピング動作をシミュレートするために、
ワイプを使用して噴霧した後にワイプしたが、ここで使用されるワイプは、ウィスコンシ
ン州ニーナのＫｉｍｂｅｒｌｙ－Ｃｌａｒｋ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎより商品名「ＷＹ
ＰＡＬＬ」汎用ワイプとして市販されていた。被処理キャリアのあとの３分の１は、スプ
レイ自体の有効性を測定するために、ワイプされないまま残した。被処理キャリアの残り
の３分の１は重ね塗りされたが、これは空気中における霧状ミストの噴霧を伴い、その後
、被処理キャリア上に付着する。各試験は繰り返され、運転１および運転２と称される。
【０２４９】
　表３～７は、試験対象微生物に対する実施例３および４のスプレイボトルの抗菌有効性
を示すが、ここで「平均パーセント減少」および「平均ｌｏｇ１０減少」は運転１および
２の平均値に基づいて計算した。
【表３】
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【表７】

【０２５０】
　表３～７に示される結果は、様々な微生物の除去および殺滅に関する、本開示のスプレ
イボトルの有効性を示す。大部分の結果において、噴霧されたキャリア（ワイピングなし
）、ワイプされたキャリア、および塗り重ねられたキャリアの各々が、各試験対象微生物
に対して９９．９９９％を超える抗菌有効性を提供した。表７の重ね塗り運転など、いく
つかの重ね塗り運転は、運転１と運転２との間で高水準のばらつきを呈した。より高いＣ
ＦＵ／キャリアは、被処理キャリアの噴霧に先立ってスプレイボトルの不適切な充填によ
ると考えられる。
【０２５１】
１３．４　実施例５および６：抗菌有効性
　Ａ型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）ウイルスの濃度低下における実施例５および６のスプ
レイボトルの有効性も、測定した。ＡＳＴＭ　Ｅ１０５３－０２およびＡＳＴＭ　Ｅ１４
８２－０４にしたがって実験を行ったが、ここで被処理キャリアの試料は、Ａ型インフル
エンザ（Ｈ１Ｎ１）ウイルス（ＡＴＣＣ＃ＶＲ－１４６９）を含有していた。被処理キャ
リアには、有機土壌負荷として作用するため、ウシ胎仔血清５％も添加した。
【０２５２】
　実施例５および６のスプレイボトルは上述の実施例１のスプレイボトルと同じであって
、ここで実施例５および６のスプレイボトルもまた実験のために水道水で満たした。被処
理キャリアから３～４インチの範囲の距離で、および２４℃の周囲空気で、実施例５およ
び６のスプレイボトルで６秒間被処理キャリアに噴霧することによって、試験方法を変更
した。
【０２５３】
　曝露時間に続いて、内容物を再浮遊させるためにセルスクレーパを用いて個別に板を擦
った。実施例５のスプレイボトルで噴霧された板からウイルス試験物質混合物１０．６ミ
リリットルアリコートを回収し、実施例６のスプレイボトルで噴霧された板からウイルス
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分割し、混合物を無毒化するために、シリンジプランジャを利用して、単位ごとに２つの
Ｓｅｐｈａｄｅｘゲル濾過カラムをただちに通過させた。その後各試験単位の濾液を溜め
て、１０倍ごとの連続希釈によって滴定し、そして感染力および／または細胞毒性を評価
した。
【０２５４】
　全ての細胞対照群は、ウイルス感染力の試験において陰性であった。入力ウイルス対照
群の滴定は、７．５ｌｏｇ１０であった。乾燥ウイルス対照群の滴定は、６．５ｌｏｇ１

０であった。実施例５および６のスプレイボトルからのスプレイに対する曝露の後、試験
されたいずれの希釈のいずれのロットでも（実施例５では≦１．２ｌｏｇ１０、実施例６
では≦１．３ｌｏｇ１０）、ウイルス試験物質混合物において試験ウイルス感染力は検出
されなかった。試験物質細胞毒性もまた、試験されたいずれの希釈のいずれのロットでも
（実施例５では≦１．２ｌｏｇ１０、実施例６では≦１．３ｌｏｇ１０）観察されなかっ
た。
【０２５５】
　中和対照群（試験物質の非殺ウイルスレベル）は、実施例５では≦１．２ｌｏｇ１０、
実施例６では≦１．３ｌｏｇ１０で試験物質が中和されることを示唆した。細胞毒性およ
び中和対照群の結果、ならびに曝露時間後に回収された試験物質の量も考慮に入れると、
ウイルス価の減少は、実施例５では≧５．６ｌｏｇ１０、実施例６では≧５．２ｌｏｇ１

０であった。したがって、試験条件下および５％ウシ胎児血清土壌負荷の存在化で、実施
例５および６のスプレイボトルは、Ａ型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）の完全な不活性化を
実証した。
【０２５６】
１３．５　実施例７および８：抗菌有効性
　細菌濃度の低下における実施例７および８のスプレイボトルの有効性も、測定した。米
国環境保護庁（ＥＰＡ）のＡＯＡＣ　Ｇｅｒｍｉｃｉｄａｌ　Ｓｐｒａｙ　Ｍｅｔｈｏｄ
にしたがって実験を行った。被処理キャリアの分離試料は、ＭＲＳＡ、Ｅ．ｃｏｌｉ、リ
ステリア、緑膿菌、サルモネラ、Ｅ．ｃｏｌｉ　Ｏ１５７：Ｈ７、およびＶＲＥを含有し
ていた。
【０２５７】
　実施例７および８のスプレイボトルは上述の実施例１のスプレイボトルと同じであって
、ここで実施例７および８のスプレイボトルもまた実験のために水道水で満たした。実施
例７および８の各試験運転のため、被処理キャリアから３～４インチの範囲の距離で、与
えられたスプレイボトルで６秒間被処理キャリアに６秒間噴霧することによって、試験方
法を変更した。被処理キャリアの３分の１をその後、ワイピング動作をシミュレートする
ために、ワイプを使用して噴霧した後にワイプしたが、ここで使用されるワイプは、ウィ
スコンシン州ニーナのＫｉｍｂｅｒｌｙ－Ｃｌａｒｋ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎより商品
名「ＷＹＰＡＬＬ」汎用ワイプとして市販されていた。被処理キャリアのあとの３分の１
は、スプレイ自体の有効性を測定するために、ワイプされないまま残した。被処理キャリ
アの残りの３分の１は重ね塗りされたが、これは空気中における霧状ミストの噴霧を伴い
、その後、被処理キャリア上に付着する。
【０２５８】
　実施例７および８の各スプレイボトル試験を繰り返した。言い換えると、実施例７のス
プレイボトルを２回試験し、実施例８のスプレイボトルを２回試験した。表８および９は
、それぞれ運転１および２における細菌に対する実施例７のスプレイボトルの抗菌有効性
を示す。同様に、表１０および１１は、それぞれ運転１および２における細菌に対する実
施例８のスプレイボトルの抗菌有効性を示す。
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【表９】
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【表１０】

【表１１】

【０２５９】
　表８～１１に示される結果は、様々な異なる微生物の除去および殺滅に関する、本開示
のスプレイボトルの有効性をさらに示す。表示されるように、スプレイキャリアおよびス
プレイ／ワイピングの組合せの各々は、各試験対象細菌に対して９９．９９９％の抗菌有
効性を提供した。さらに、重ね塗りの結果は、ほとんどの試験対象細菌に対して９９．９
９％の抗菌有効性を提供した。不十分な抗菌有効性を提供した資料は、重ね塗りによる導
電性の欠如に起因すると考えられるが、これは導電性流路を効果的に排除する。これは、
スプレイボトルから発生した導電性が、電解セルから生成される水または溶液よりも、抗
菌活性を提供することを、さらに示している。
【０２６０】
１３．６　実施例９～１１：抗菌有効性
　細菌濃度の低下における実施例９～１１のスプレイボトルの有効性も、噴霧された試料
をワイプしなかったことを除いて、実施例２に関して上述されたのと同じ手順にしたがっ
て測定した。被処理キャリアの分離試料は、Ｅ．ｃｏｌｉ　Ｏ１５７：Ｈ７、サルモネラ
腸炎菌、およびリステリア菌を含有していた。水道水で満たされた実施例２のスプレイボ
トルと比較して、実施例９～１１のスプレイボトルは、異なる鉱物濃度を有する水で満た
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ルを用いた様々な運転の間に供給された水のタイプを掲載している。比較例Ａのスプレイ
ボトルは、水を電気化学的に活性化するための電解セルを組み込んでいるが、しかし噴霧
される水を通じて電場を発生させるためのエレクトロポレーション電極は含んでいない。
【０２６１】
　「塩入瓶詰め水」は、カリフォルニア州ロサンゼルスのＦＩＪＩ　Ｗａｔｅｒ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙ，ＬＬＣより「ＦＩＪＩ」天然被圧地下水の商品名で市販されている瓶詰め水に
塩化ナトリウム０．２５容量％を混合したものである。「水道水」は、ミネソタ州ミネア
ポリスで入手した標準的な水道水である。「塩入水道水」は、水道水に塩化ナトリウム０
．２５容量％を混合したものである。「蒸留水」は、標準的な蒸留水である。表１２～１
４は、それぞれＥ．ｃｏｌｉ　Ｏ１５７：Ｈ７、サルモネラ腸炎菌、およびリステリア菌
に対する、実施例９～１１のスプレイボトルの抗菌有効性を示す。
【表１２】

【表１３】
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【表１４】

【０２６２】
　実施例９～１１の試験対象試料の各々は、塩入瓶詰め水、水道水、および塩入水道水で
試験された細菌の各々について９９．９９％を超える減少を実現し、比較例Ａの結果と比
較して、より大きい殺滅有効性を呈した。これは、比較例Ａの試験対象試料が細菌の減少
に有効ではなかった蒸留水に、特に該当する。したがって、本開示のスプレイボトルを用
いて達成可能なエレクトロポレーションは、スプレイボトルとともに使用される水の鉱物
含有量とは関係なく、表面から様々な細菌を効果的に除去および殺滅することができる。
【０２６３】
１３．７　実施例１２：水質分析
　そのｐＨ、導電率、ならびに水試料中のナトリウム、カルシウム、およびマグネシウム
イオンの濃度を特定するために、実施例１のスプレイボトルで使用される水も測定した。
水のｐＨは、較正済みｐＨプローブおよび計測器を使用して測定した。水の導電率は、較
正済み１センチメートル導電率プローブおよび計測器を使用して測定した。水中のナトリ
ウム、カルシウム、およびマグネシウムイオンの濃度は、ＥＰＡ　Ｍｅｔｈｏｄ　２００
．７に準拠した誘導結合プラズマ原子発光分光計を使用して判定された。また、水の総硬
度は、数式１にしたがって、判定されたカルシウムおよびマグネシウム濃度から計算した
：
　総硬度＝２．４９７＊［カルシウム］＋４．１１６＊［マグネシウム］　（式７）
ここで、水の総硬度はＣａＣＯ３をミリグラム／リットル（ｍｇ／Ｌ）で表し、［カルシ
ウム］はｍｇ／Ｌ単位での水中のカルシウム濃度であり、［マグネシウム］はｍｇ／Ｌ単
位での水中のマグネシウム濃度である。表１５は、測定されたｐＨ、マイクロジーメンス
（μＳ）単位の導電率、パーツパーミリオン（ｐｐｍ）単位でのナトリウム、カルシウム
、およびマグネシウムイオンの濃度、ならびにｐｐｍ単位の水の総硬度を示す。

【表１５】
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【０２６４】
１４．様々な産業における例示的な使用
　本明細書に開示される実施例および実施形態の１つ以上、またはそれらの変形例は、非
限定例として提供される、以下の産業および／または用途において実現されることが可能
である：
　Ａ．工業用洗浄および殺菌：
表面洗浄および殺菌
生物膜および藻類の除去
効果的な殺生物剤
クリーン・イン・プレイス［ＣＩＰ］消毒および殺菌
　Ｂ．健康管理および医療：
医療機器の冷滅菌
表面洗浄および殺菌
滅菌水の製造
洗濯時のリネン殺菌
空気およびクリーンルームの霧化殺菌
　Ｃ．獣医師用途：
生命力および耐病性の増加
残屑の出ない感染の治療および創部手当
餌の栄養的恩恵の増加
　Ｄ．養鶏業：
一般的な殺菌
好気性細菌の媒体の表面洗浄および霧状噴霧
飲料水における病原体の除去
羽毛上のノミおよびその他の害虫駆除
好気性および嫌気性細菌を破壊するための霧状噴霧
さらなる添加物を使用しない器具洗浄
　Ｅ．園芸／農業：
植物の病原性真菌の抑制
穀物散布用潅漑用水の殺菌および害虫駆除
帯水層への廃水濾過の毒性減少
野菜、果物、および切り花の保存期限延長
種の殺菌、高生産量の植物成長の刺激および促進
貯蔵穀物の殺菌
　Ｆ．水、廃水、および下水処理：
都市廃水の殺菌
水の中和
生物膜および藻類の除去
臭気化合物の中和
有毒副生成物の形成の削減
【０２６５】
１５．さらなる浮遊機構
　本開示の別の態様は、代替および／または付加的浮遊機構を使用して微生物を浮遊させ
ることができる媒体において、電位または電気化学的圧力を微生物に印加することによっ
て、微生物を不活性化または破壊する工程に関する。本明細書に記載されるスプレイボト
ル１０、３００、５００、および／またはその他の装置１２００、１３００、１４００、
１５００のいずれかについてなど、先に論じられたように、微生物浮遊は、１つ以上の電
解セルによって生成される、電気化学的に活性化された液体を用いて実現され得る。これ
に加えて、微生物は、浮遊添加剤（たとえば洗剤用界面活性剤）、液体活性化材（たとえ
ばゼオライト）などの化合物を使用して、媒体（たとえば液体）に浮遊されることが可能
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である。以下に論じられるように、これらの物質は、液体を処理してその浮遊特性を向上
するように構成されている。たとえば、装置から分配される液体の中で微生物のさらなる
浮遊を促進するために、電解セルに加えて、またはこれの代わりに、浮遊添加剤が使用さ
れ得る。
【０２６６】
１５．１　浮遊添加剤
　図２１は、たとえば本明細書に記載される実施形態のいずれかに組み込まれることが可
能な、本開示の例示的実施形態によるシステム１７００を示す図である。システム１７０
０は、電気サブシステム１７００ａおよび流体サブシステム１７００ｂを含み、ここで電
気サブシステム１７００ａは、たとえばシステム１６００（図１９に示す）と同じように
機能してもよく、対応する参照標識は「１００」だけ増加する。しかしながら、図２０に
示される実施形態において、電解セル１６０６に対応する部品は、リザーバ１７２８から
混合チャンバ１７３０に浮遊添加剤を供給するためのポンプ１７２６に置き換えられてい
る。この配置は、浮遊添加剤を液体と混合するために、ポンプ１７０８はリザーバ１７３
２から混合チャンバ１７３０に液体（たとえば水道水）を供給することを可能にする。Ｌ
ＥＤ１６２２および１６２４に対応する部品は、議論を容易にするために図２０では省略
されている。浮遊添加剤は、リザーバ１７３２に直接など、液体流路に沿ったいずれかの
その他の位置で液体に添加されてもよく、たとえばポンプを使用してまたは使用せずに、
いずれかの適切な方法で混合されてもよく、および／またはリザーバ１７３２に導入され
る液体の一部として供給されてもよい。
【０２６７】
　浮遊添加剤（リザーバ１７２８内のものなど）は望ましくは、リザーバ１７３２から分
配された液体の中で粒子および微生物を浮遊させるのを助けるように構成された、１つ以
上の化合物を含む。先に論じられたように、浮遊機構は、分配液のＯＲＰを変化させても
よい（正のＯＲＰ、負のＯＲＰ、または両方の組合せを有する分配液を生成する）。これ
らの強化された洗浄効果は、たとえば分配液内の表面の上方で粒子および微生物を浮遊さ
せるのに役立つことができる。浮遊添加剤での使用に適した化合物は、たとえば、界面活
性剤（たとえば洗剤用界面活性剤）など、液体の表面張力を低減するように構成された化
合物を含む。
【０２６８】
　浮遊添加剤での使用に適した界面活性剤の例は、アニオン性、非イオン性、およびカチ
オン性界面活性剤を含む。アニオン性界面活性剤の例は、アルキル硫酸塩、スルホン酸ア
ルキル、スルホコハク酸塩、およびそれらの組合せを含む。適切なアルキル硫酸塩の例は
、第一級および第二級アルキル硫酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、高級アルコール硫酸エ
ステル塩、およびそれらの組合せを含む。アルキル硫酸塩に適したアルキル鎖長の例は、
Ｃ８からＣ１５の範囲である（たとえば、Ｃ８からＣ１５の第一級アルキル硫酸塩）。適
切なスルホン酸アルキルの例は、アルキルベンゼンスルホン酸塩（たとえば、Ｃ８からＣ
１５のアルキル鎖長を有する線形アルキルベンゼンスルホン酸塩）、アルキルキシレンス
ルホン酸塩、脂肪酸エステルスルホン酸塩、およびそれらの組合せを含む。適切なスルホ
コハク酸塩の例は、ジアルキルスルホコハク酸塩を含む。
【０２６９】
　非イオン性およびカチオン性界面活性剤の例は、アルコールエトキシレート（たとえば
アルキルフェノキシポリエトキシエタノール）、アルキルポリグリコシド、ポリヒドロキ
シアミド、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、グリセ
ロールモノエーテル、アルキル塩化アンモニウム、アルキルグルコシド、ポリオキシエチ
レン、およびそれらの組合せを含む。
【０２７０】
　浮遊添加剤は、浮遊および洗浄特性を助ける１つ以上の追加材料も含んでもよい。適切
な追加材料の例は、酸化剤、酵素、消泡剤、着色剤、光学増白剤、腐食抑制剤、香料、抗
菌剤、抗生剤、抗真菌剤、ｐＨ調整剤、溶剤、およびそれらの組合せを含む。添加剤物質
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は、多孔質表面など、いくつかの表面上に、より長い滞留時間およびより大きい消毒効果
を提供してもよい。たとえば、添加剤物質は、電場（エレクトロポレーション電極１７１
４からの）が除去された後も表面上に滞留してもよい。
【０２７１】
　浮遊添加剤は、たとえば流体、溶液、ペレット、ブロック、粉末など、様々な媒体にお
いてリザーバ１７２８（および／またはリザーバ１７３２）に供給されてもよい。図示さ
れる実施形態において、浮遊添加剤は、望ましくはキャリア媒体（たとえば水）に溶解も
しくは浮遊された界面活性剤および追加材料の溶液である。
【０２７２】
　動作中、トリガ１７２０が押下されると、制御エレクトロニクス１７０４が有効化され
、そしてポンプ１７０８および１７２６ならびにエレクトロポレーション電極１７１４を
駆動するための適切な電圧出力を発生させる。ポンプ１７０８および１７２６の相対的供
給量は、液体中の浮遊添加剤の所望の濃度に応じて異なってもよい。各ポンプは、たとえ
ば、制御信号を通じてポンプの動作を制御するコントローラを含んでもよい。例示的な実
施形態によれば、制御信号は、グラウンドに対する電力を提供し、そしてポンプが混合チ
ャンバ１７３０を通じて浮遊添加剤を送る持続時間を制御する、パルス信号を含むことが
できる。その他のタイプの制御信号および制御ループ（開または閉）が使用されることも
可能である。これに加えて、ポンプ１７２６および１７０８のうちの１つまたは両方が排
除されることも可能であり、および／または浮遊添加剤が重力などの別の機構によって供
給されることも、可能である。これに加えて、ポンプの動作は、たとえば電流センサ１７
１０および１７１２によって監視されてもよい。
【０２７３】
　上述のように、浮遊添加剤および液体は、組み合わせられて（混合チャンバ１７３０内
などで）溶液を形成する。混合チャンバ１７３０は、混合構成を助けるように構成された
、様々な形状および設計を含んでもよい（たとえばバッフル壁）。適切な混合装置のその
他の例は、ベンチュリ管および合流流路を含む。浮遊添加剤（リザーバ１７２８からなど
）およびリザーバ１７３２からの液体における界面活性剤の相対濃度は、たとえば浮遊添
加剤中の界面活性剤の濃度および相対的供給量によって異なってもよい。したがって、混
合チャンバ１７３０を出ると（および／またはリザーバ１７３２からの予備混合溶液から
）、溶液は望ましくは、浮遊溶液中に粒子および／または微生物を浮遊させるのに十分な
大きさの界面活性剤濃度を含む。混合チャンバ１７３０（および／またはリザーバ１７３
２）を出たときの溶液中の適切な界面活性剤濃度の例は、約０．１容量％から約１５容量
％の範囲であり、特に適切な界面活性剤濃度は、約０．５容量％から約１０容量％の範囲
である。
【０２７４】
　結果的に生じる溶液は、混合チャンバ１７３０（および／またはたとえばリザーバ１７
３２）を出てもよく、そして表面または空間上に分配（たとえば噴霧）される前に、およ
び／または分配されるとすぐに、エレクトロポレーション電極１７１４と接触してもよい
。浮遊添加剤は、分配溶液内の表面の上方で粒子および微生物を浮遊させるのに役立つこ
とができる。特に、理論に縛られることを望むわけではないが、疎水性および親水性分子
鎖末端を含有する、浮遊添加剤の界面活性剤の少なくとも一部は、液体／表面／気体界面
に滞留することができると考えられている。このため、親水性鎖末端は液体内に滞留し、
疎水性鎖末端は液体の外側まで延在し、それによって液体の表面張力を低下させる。疎水
性鎖末端が表面上の粒子および微生物と接触すると、これらは分配溶液内の表面の上方で
粒子および微生物を封じ込め、そして浮遊させることができる。さらに、いくつかの実施
形態において、界面活性剤は、液体の有効性を増加させることができ、そして微生物の構
造を貫通するのに役立つことができる。
【０２７５】
　先に論じられたように、エレクトロポレーション電極１７１４は、溶液を通じて表面に
電場を印加してもよく、これは浮遊された微生物の不可逆的エレクトロポレーションを引
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き起こす（もしくは不活性化または損傷する）のに十分であり得る。溶液中の浮遊添加剤
は、たとえば電解セルを用いて実現される変更されたＯＲＰと同じまたは類似の方法で、
表面の上方で微生物を浮遊させる。たとえば、微生物が表面の上方で浮遊されるように、
微生物を表面から分離することによって、エレクトロポレーション電極１７１４によって
表面に沿って発生した電場は、より容易に微生物細胞全体に印加される。その一方で、微
生物が表面と接触している場合には、電場は表面グラウンド内により容易に放電され、そ
して有機体細胞の不可逆的エレクトロポレーションの形成においてより有効ではなくなる
可能性がある。細胞が浮遊された状態で、印加された交流電場は、たとえば、前後に振動
して細胞を損傷させる。
【０２７６】
　システム１７００とともに使用するように示されているが、浮遊添加剤は、本開示のい
ずれの実施形態とともに使用されてもよい。たとえば、浮遊添加剤は、リザーバ１２を液
体で満たすとき、スプレイボトル１０のリザーバ１２（図１に示す）およびスプレイボト
ル５００の容器５１０（図１０Ａ～１０Ｃに示す）に、まとめて導入されてもよい（およ
び／または装置によって担持される個別のリザーバから供給されてもよい）。さらに、シ
ステム１７００は、洗浄機１２００（図１５に示す）、表面洗浄アセンブリ１３００（図
１６に示す）、平面モップ１４００（図１７に示す）、装置１５００（図１８に示す）、
システム１６００（図１９に示す）、などにおいても使用されてよい。これらの実施形態
において、電解セル（たとえば電解セル１８、５５２、１２０８、および１６０６）は省
略されてもよい。あるいは、電解セルは、分配溶液中の粒子および微生物の浮遊をさらに
増進するために、浮遊添加剤と併せて使用されてもよい。
【０２７７】
１５．２　液体活性化材
　図２２は、スプレイボトル１８１０によって保持および分配される液体のＯＲＰを変化
させるため、１つ以上の液体活性化材（たとえばゼオライト）を保持するように構成され
た、手持ち式スプレイ装置の実施例を示す、スプレイボトル１８１０の模式図である。別
の実施例において、スプレイ装置は、より大きい装置またはシステムの一部を形成しても
よい。図２２に示される実施形態において、スプレイボトル１８１０は、スプレイボトル
１８１０の基部筐体によって画定され、そして処理されてからノズル１８１４を通じて分
配される液体を収容するように構成されている、リザーバ１８１２を含む。また、リザー
バ１８１２は、フィルタ１８１６および媒体１８１８を収容してもよく、ここで媒体１８
１８は組成的に１つ以上の液体活性化材を含む。フィルタ１８１６は、液体を通過させる
ことができるように構成された媒体フィルタであるが、望ましくは媒体１８１８のマクロ
サイズの粒子が通過するのを防止する。リザーバは、たとえば、１８２０に対して着脱可
能な交換式カートリッジとして構成されてもよい。
【０２７８】
　媒体１８１８において使用される適切な液体活性化材の例は、多孔質アルミノケイ酸塩
鉱物（たとえばゼオライト）などの多孔質鉱物を含む。媒体１８１８において使用される
適切なゼオライトの例は、ナトリウム（Ｎａ）、カリウム（Ｋ）、セリウム（Ｃｅ）、カ
ルシウム（Ｃａ）、バリウム（Ｂａ）、ストロンチウム（Ｓｒ）、リチウム（Ｌｉ）、お
よびマグネシウム（Ｍｇ）のうちの１つ以上を含有してもよい、アルミノケイ酸塩鉱物の
水和および無水構造を含む。媒体１８１８で使用される適切なゼオライトの例は、方沸石
、アミサイト、バラー沸石、ベルベルヒ沸石、ビキタ沸石、ボッグス沸石、ブリュースタ
ー沸石、菱沸石、斜プチロル沸石、コウルス沸石、ダキアルディ沸石、エディントン沸石
、剥沸石、エリオン沸石、フォージャス沸石、苦土沸石、ガロン沸石、ギスモンド沸石、
ゴビンス沸石、グメリン沸石、ゴナルド沸石、グースクリーク沸石、重十字沸石、輝沸石
、濁沸石、レビ沸石、マッチー沸石、メルリーノ沸石、モンテゾマ石、モルデン沸石、中
沸石、ソーダ沸石、オフレット沸石、パラナトロライト、ポーリング沸石、パーリアル沸
石、灰十字沸石、ポルックス石、スコレス沸石、ステラ沸石、束沸石、トムソン沸石、ツ
ァーニック沸石、ワイラケ沸石、ウェルズ沸石、ウェルヘンダーソン沸石、湯河原沸石、
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それらの無水形態、およびそれらの組合せを含む。媒体１８１８において使用される市販
のゼオライトの例は、ネバダ州サンディバレーのＫＭＩ　Ｚｅｏｌｉｔｅ，Ｉｎｃ．から
の斜プチロル沸石を含み、これは約２．３グラム／立方センチメートルの平均密度、およ
び＋４０メッシュの公称粒子サイズを有する。
【０２７９】
　非ゼオライト材料または機構も利用されてもよい。媒体１８１８において使用される適
切な非ゼオライト鉱物の例は、樹脂、魚眼石、ギロル石、シャンファ石、ケホアイト、ロ
ヴダル石、マリコパ石、オーケン石、パハサパ石、パルテ沸石、葡萄石、ロッジァン石、
タカラン石、チップトップ石、トベルモリ石、ビセアイト、およびそれらの組合せを含む
。適切な樹脂の例は、活性基（たとえばスルホン酸基、アミノ基、カルボキシル酸基など
）を含有する架橋芳香族構造（たとえば架橋ポリスチレン）を有するものなど、イオン交
換樹脂を含む。イオン交換樹脂は、たとえば樹脂ビーズ中など、様々な媒体内に提供され
てもよい。これらの非ゼオライト鉱物は、媒体１８１８内のゼオライトと組み合わせて、
またはその代替として、使用されてもよい。
【０２８０】
　媒体１８１８は、セラミック球、ペレット、粉末などのような、様々な媒体形状で提供
されてもよい。リザーバ１８１２内に保持されながら、媒体１８１８は保持される液体を
処理し、それによって、たとえばイオン交換によって、保持される液体に負のＯＲＰ（お
よび／または正のＯＲＰ）を付与する。媒体１８１８は、望ましくは液体に少なくとも約
－５０ｍＶの負のＯＲＰを、および／または少なくとも約＋５０ｍＶの正のＯＲＰを、付
与する。別の実施例において、媒体１８１８は、液体に少なくとも約－１００ｍＶの負の
ＯＲＰを、および／または少なくとも約＋１００ｍＶの正のＯＲＰを、付与する。先に論
じられたように、ＯＲＰを変化させることにより、分配された被処理液に粒子および微生
物を浮遊させることが可能になる。
【０２８１】
　スプレイボトル１８１０は、キャップ筐体１８２０、管１８２２、ポンプ１８２４、ア
クチュエータ１８２６、エレクトロポレーション電極１８２８、回路基板および制御エレ
クトロニクス１８３０、および電池１８３２も含む。キャップ筐体１８２０は、望ましく
は閉鎖時にリザーバ１８１２を封止し、そしてアクチュエータ１８２６と嵌合するために
ユーザによって矢印１８３４の方向に押下されてもよい。電池３２は、回路基板および制
御エレクトロニクス３０によって電圧を印加されたときにエレクトロポレーション電極１
８２８に電力を共有するために、たとえば使い捨て電池および／または充電池、あるいは
電池に加えてもしくは電池の代わりにその他の適切な携帯式またはコード式電源を、含む
ことができる。一実施形態において、ポンプ１８２４もまた電力供給されてもよい。
【０２８２】
　ポンプ１８２４は、フィルタ１８１６および管１８２２を通じてリザーバ１８１２から
液体を引き出し、そしてこの液体をノズル１８１４から押し出す。ノズル１８１４を通過
する間、液体はエレクトロポレーション電極１８２８と接触する。先に論じられたように
、エレクトロポレーション電極１８２８は分配溶液に電圧（交流電圧など）を印加して、
表面への分配溶液を通じて電場を形成してもよく、これは、不可逆的エレクトロポレーシ
ョンによってなど、浮遊された微生物を損傷させるのに十分であり得る。変更された分配
液のＯＲＰは、たとえば電解セルを用いて実現される変更されたＯＲＰと同じまたは類似
の方法で、表面の上方で微生物を浮遊させる。たとえば微生物が表面の上方で浮遊される
ように、微生物を表面から浮遊させることによって、エレクトロポレーション電極１８２
８によって表面に沿って発生した電場は、より容易に微生物細胞全体に印加される。先に
論じられたように、細胞が浮遊した状態で、印加された交流電場は前後に振動して細胞を
損傷させる。
【０２８３】
　システム１８１０とともに使用されるように示されているが、媒体１８１８は、本開示
のいずれの実施形態とともに使用されてもよい。たとえば、浮遊添加剤は、リザーバ１２
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を液体で満たすとき、スプレイボトル１０のリザーバ１２（図１に示す）およびスプレイ
ボトル５００の容器５１０（図１０Ａ～１０Ｃに示す）にバッチ方式で導入されてもよい
。これらの実施形態において、電解セル（たとえば電解セル１８および５５２）は省略さ
れてもよい。あるいは、電解セルは、分配溶液中の粒子および微生物の浮遊をさらに増進
するために、媒体１８１８と併せて使用されてもよい。
【０２８４】
　さらなる実施例において、リザーバ１８１２は、リザーバに液体および／または媒体１
８１８を充填（および／または補充）するために使用されてもよい、充填ポートまたは開
口部を含んでもよい。さらに別の実施例において、ボトル１８１０は、ホースを通じてな
ど、外部源から液体を受けるための継ぎ手を含んでもよく、液体は媒体１８１８を通じて
流れる。
【０２８５】
　さらに、媒体１８１８は、洗浄機１２００（図１５に示す）、表面洗浄アセンブリ１３
００（図１６に示す）、平面モップ１４００（図１７に示す）、装置１５００（図１８に
示す）、システム１６００（図１９に示す）などにおいても使用されてよい。
【０２８６】
　図２３は、たとえば、流体ライン区分１９０２および１９０４の間など、貫流システム
の流体ライン内に設置されるカートリッジ１９００の模式図である。カートリッジ１９０
０は、洗浄機１２００（図１５に示す）、表面洗浄アセンブリ１３００（図１６に示す）
、平面モップ１４００（図１７に示す）、装置１５００（図１８に示す）、システム１６
００（図１９に示す）、スプレイボトル１０（図１に示す）、スプレイボトル３００（図
８に示す）、スプレイボトル５００（図１０Ａ～１０Ｃに示す）、およびスプレイボトル
１８１０（図２２に示す）など、本明細書に記載されるいずれかの装置上の流路に沿った
いずれかの適切な位置に配置されてもよい。
【０２８７】
　図２３に示される実施形態において、カートリッジ１９００は、内部チャンバ１９０８
を画定する筐体１９０６、ならびにインターフェース１９１０および１９１２を含む。イ
ンターフェース１９１０および１９１２は望ましくは、係止可能または係止不可能、もし
くは取り外し可能に嵌合可能な方法で、カートリッジ１９００が流体ライン区分１９０２
および１９０４とそれぞれ接続できるようにする。この配置は、複数のカートリッジが交
換可能に流体ライン区分１９０２および１９０４と接続することを可能にする。たとえば
、カートリッジ１９００が複数回の使用後、最終的に使用期限を過ぎたとき、使用期限の
過ぎたカートリッジ１９００は、流体ライン区分１９０２および１９０４から取り外され
、新しいカートリッジ１９００に交換されてもよい。インターフェース１９１０および１
９１２は、単純なオスおよび／またはメス継ぎ手も含むことができる。
【０２８８】
　内部チャンバ１９０８は、媒体フィルタ１９１６の使用によってカートリッジ１９００
を通過する液体を処理するための媒体１９１４を保持し、ここでカートリッジを通過する
液体の流れは、矢印１９１７によって示される）。媒体１９１４に適した材料は、たとえ
ば媒体１８１８（図２２に示す）について上記で論じられたものを含む。したがって、媒
体１９１４は内部チャンバ１９０８を通じて流れる液体を処理し、それによって、イオン
交換によって負のＯＲＰ（および／または正のＯＲＰ）を、流れる液体に付与する。内部
チャンバ１９０８の容量および内部チャンバ１９０８内の媒体１９１４の量は望ましくは
、ＯＲＰを十分に変化させるために、流れる液体の適切な滞留時間を提供するように、選
択される。これらのパラメータは、流体ライン区分１９０２および１９０４を通じて流れ
る液体の体積流量に応じて変化してもよい。さらなる実施例において、媒体１９１４は、
洗浄機１２００（図１５に示す）、表面洗浄アセンブリ１３００（図１６に示す）、平面
モップ１４００（図１７に示す）、装置１５００（図１８に示す）、システム１６００（
図１９に示す）などのような、本明細書に開示される様々な装置によって担持される１つ
以上の液体リザーバ／タンク内に収容される。
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【０２８９】
　媒体１９１４は、望ましくは液体に少なくとも約－５０ｍＶの負のＯＲＰを、および／
または少なくとも約＋５０ｍＶの正のＯＲＰを、ならびに別の実施形態においては少なく
とも約－１００ｍＶの負のＯＲＰを、および／または少なくとも約＋１００ｍＶの正のＯ
ＲＰを、付与する。先に論じられたように、ＯＲＰを変化させることにより、分配された
被処理液に粒子および微生物を浮遊させることが可能になる。被処理液はその後、洗浄機
１２００、表面洗浄アセンブリ１３００、平面モップ１４００、装置１５００、システム
１６００などについて先に論じられたように、システムから分配されるために、流体ライ
ン区分１９０２内に向かって内部チャンバ１９０８を出てもよい。
【０２９０】
　交換式カートリッジまたは媒体１８１８および／または１９１４のその他の供給容器は
、ともに使用される特定の装置に対して嵌合および取り外しできるように、様々な異なる
方法で構成されてもよい。たとえば、本開示のスプレイボトル実施形態では、スプレイボ
トル１０、５００、および１８００（それぞれリザーバ１２、容器５１０、リザーバ１８
１２を収容する）は、それぞれのスプレイボトルのヘッド部（および／またはその他のい
ずれかの部分）と取り外し可能に嵌合されてもよく、それによって複数のカートリッジ基
底部を単一のヘッド部と交換可能に接続できるようにする。別の実施例において、基底部
またはヘッド部など、スプレイボトルのいずれかの部分は、媒体１８１８／または１９１
４のカートリッジと取り外し可能に嵌合するように構成されてもよい。さらなる実施例に
おいて、スプレイボトルは、ボトルの基体内、基体５０２などのボトルのヘッドにおいて
、および／または図１０Ａ～１０Ｃに示されるスプレイボトル５００のヘッド部の電解セ
ルの位置において、このようなカートリッジと嵌合するように構成されることが可能であ
る。交換式カートリッジは、複数の交換式カートリッジがたとえばスプレイボトルの流体
ラインに対して容易に接続、および取り外しができるように構成されてもよい。
【０２９１】
　特定の実施例において、スプレイボトルの基体は、媒体１８１８、１９１４を収容する
円筒形カートリッジを受けるように構成されている。たとえば、図１を見ると、ボトル１
０のリザーバ１２（図１に示す）は、電解セル１８を排除し、そして円筒形カートリッジ
を受けるためにリザーバの基体内に円形の開口部を含むように、改造されることが可能で
ある。円筒形カートリッジの一端は、その縦軸に沿って開口部に挿入可能である。反対側
の末端は、適切なラッチおよび封止機構を含んでもよい。たとえば、カートリッジの底側
末端は、円筒形カートリッジが円筒形カートリッジの基体の周りでリザーバの内部を封止
するようにリザーバに完全に挿入されるとき、開口部の外周のまわりで、リザーバ１２の
底部に対して封止するＯリングを備える環状肩部を有してもよい。カートリッジの長さは
、たとえば、ただしこれらに限定されないが、リザーバの高さの半分から３分の１など、
いずれかの適切な距離だけリザーバ内に延在してもよい。カートリッジは、挿入時にその
軸の周りでカートリッジを回転させることなどによって、カートリッジを適切な位置に係
止する、いずれかの適切な機構を有することができる。例としては、噛み合いねじ山、お
よびその他の係止機構を含む。
【０２９２】
　円筒の壁は、カートリッジ内に収容される媒体１８１８、１９１４およびリザーバ内に
収容される液体の間の相互作用を可能にする、いずれかの適切な構成を有することができ
る。たとえば、円筒は、液体を円筒形カートリッジの内部空洞内に通過させるのに十分な
、１つ以上の開口を含んでもよい。特定の実施例において、側壁は、たとえばメッシュ、
スクリーン、および／または有孔側壁の開口部によって形成された、複数の開口を有する
。
【０２９３】
　開口は、カートリッジ内に収容される媒体の汚染の可能性を抑えるために、たとえば挿
入前などの使用されていないときには、閉鎖されてもよい。一実施例において、カートリ
ッジには、保存中に開口を覆う、取り外し可能なフィルムまたはスリーブが供給されても
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よい。このフィルムまたはスリーブは、ボトルの基体へのカートリッジの挿入に先立って
（またはその後に）、取り外されてもよい。別の実施例において、カートリッジは、カー
トリッジがボトルに挿入および／またはボトルと嵌合されていないときに１つ以上の開口
を自動的に封止する、封止機構を備えて構成されている。たとえば、カートリッジは、内
部円筒形側壁、および内部円筒形側壁と同軸であって相対的に移動可能な外部円筒形スリ
ーブを、含んでもよい。内部円筒形側壁は、媒体１８１８、１９１４を収容し、先に論じ
られた１つ以上の開口を有する。外部円筒形スリーブは、閉鎖位置と開放位置との間で、
周方向または軸方向などに、可動である。閉鎖位置において、円筒形スリーブは、たとえ
ばカートリッジの内部空洞内を汚染から封止するように、内部円筒形側壁の１つ以上の開
口を覆う。開放位置において、外部円筒形スリーブは、内部円筒形側壁の１つ以上の開口
の覆いを外す。たとえば、外部円筒形スリーブは、たとえばカートリッジの内部空洞を汚
染から封止するように、内部円筒形側壁の１つ以上の開口を覆う。一実施形態において、
円筒形外部スリーブは、開放位置にあるときに内部円筒形側壁の開口と一致する、複数の
開口を含む。閉鎖位置において、１つの円筒の材料が別の円筒の開口を封止もしくは覆う
ように、外部円筒形スリーブの開口は、内部円筒形側壁の開口と一致しない。カートリッ
ジをリザーバと嵌合させるその他の多くの配置および構造が可能であり、そして本開示の
範囲内と見なされる。
【０２９４】
　開放および閉鎖位置の間の移動は、たとえば手動または自動であってもよい。一実施形
態において、外部スリーブは、バネ作用などの機構によって、閉鎖位置に付勢される。リ
ザーバに挿入されると、外部スリーブは、たとえば、リザーバまたはその他の要素とのレ
バー又は表面嵌合などによって、開放位置に付勢される。
【０２９５】
　同様に、媒体１８１８、１９１４が、洗浄機１２００（図１５に示す）、表面洗浄アセ
ンブリ１３００（図１６に示す）、平面モップ１４００（図１７に示す）、装置１５００
（図１８に示す）、システム１６００（図１９に示す）などの装置で使用される実施形態
において、媒体は、たとえば交換式カートリッジ内に収容されてもよい。これらのカート
リッジは、複数の交換式カートリッジを、装置の流体ラインに対して容易に一致させ、お
よび取り外すことができるように、構成されてもよい。たとえば、カートリッジは、装置
の内部から、または装置の外部から、接近可能／挿入可能であってもよい。一実施例にお
いて、カートリッジは、装置の側壁を通じて接近可能／挿入可能である。
【０２９６】
　たとえば媒体１８１８および／または媒体１９１４を組み込んだ実施形態において、電
解セル（たとえば電解セル１８、５５２、１２０８、および１６０６）は、省略されても
よい。あるいは、電解セルは、分配溶液中の粒子および微生物の浮遊をさらに増進するた
めに、さらなる浮遊機構と併せて使用されてもよい。浮遊添加剤（たとえば洗剤用界面活
性剤）および液体活性化材（たとえばゼオライト）など、さらなる（または代替的な）浮
遊機構の使用は、たとえばエレクトロポレーションなどによる消毒工程とともに使用する
ため、分配液中に粒子および微生物を浮遊させるための、本明細書に開示されるシステム
の多様性を増加させる。
【０２９７】
　本開示の一態様は、液体、および被処理液を生成するために液体の浮遊特性を向上する
ように構成された少なくとも１つの化合物を合わせるように構成された容器と；容器に結
合された液体流路と；液体流路に結合され、表面または容積空間に被処理液を分配するよ
うになっている、液体分配器と；液体流路と電気的に結合された電極と；対応するリター
ン電極を用いることなく、分配された被処理液を通じて、電極と表面または容積空間との
間に交流電場を発生させるようになっている制御回路と、を含む装置に関する。
【０２９８】
　容器は、たとえば容器、リザーバ、タンク、チャンバ、カートリッジ、コンパートメン
トなどとして本明細書に記載される様々な要素などのいずれかの適切な容器を含むが、こ
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れらに限定されない。たとえば、容器は、液体源容器（たとえば容器１２、５１０、１２
０６、１４０６、１７３２、１８１２）、添加剤容器（たとえば容器１７２８）、混合チ
ャンバ１７３０、カートリッジ１９００（たとえば貫流および／または源）、コンパート
メント１４０８など、合流流体ラインなど、を含むことができる。
【０２９９】
　容器は、能動および／または受動混合、配合、組合せなど；含有；および／または相互
作用、接触、および／または反応をその間で可能にすることを含む、ただしこれらに限定
されない、いずれかの適切な方法において、液体を少なくとも１つの化合物と合わせても
よい。たとえば、合わせることは、容器に収容されている液体および化合物の予備混合溶
液を含んでもよい。別の実施例において、容器は、たとえば混合チャンバ内などで、液体
が、個別の源から供給される少なくとも１つの化合物と合わせられることを可能にしても
よい。別の実施例では、容器は、貫流および／または源カートリッジ内で、液体と少なく
とも１つの化合物との間の相互作用を可能にしてもよい。その他の配置もまた想定されて
もよい。
【０３００】
　少なくとも１つの化合物は、少なくとも１つの界面活性剤、少なくとも１つの液体活性
化材を含むことができるが、これらに限定されない。少なくとも１つの液体活性化材は、
ゼオライト、イオン交換樹脂、およびそれらの組合せを含む群より選択される材料を含む
が、これらに限定されない。
【０３０１】
　本開示は１つ以上の実施形態を参照して記載されたが、当業者は、本開示および／また
はこれに添付されて発行される請求項の範囲を逸脱しない形態および詳細において変更が
なされてもよいことを、認識するだろう。やはり特定の実施形態および／または実施例が
本明細書において論じられたが、本発明の範囲はそのような実施形態および／または実施
例に限定されない。当業者は、本明細書に添付されて発行される１つ以上の請求項に包含
されるこれらの実施形態および／または実施例の変形例を実行してもよい。
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